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ごあいさつ

ベルギー 南部のベルニサール炭鉱地下322メ ー トルの坑内か
ら、 1878年（明治11年）偶然にも29体の恐竜の竹格 が 発見さ

れ、 これは世界の古生物研究史上、 画期的なできごととなりま
した。

これらの骨格は、 3 年の歳月をかけて発掘されましたが、 中
生代白亜紀に栄えた草食恐竜イグアノドンの群れであり、 肉食
恐竜に襲われて高い崖から落ち、 生命を絶ったものと考えられ
ています。 これらの恐竜は組み立てられて、 首都プリュッセル
のベルギー 王立自然科学博物館のガラス室の中に並べられ、 世
界の人々から注目されてきました。

今回の特別展屁会では、 このような世界で類のないベルギー
の国宝ともいうべき、 恐竜イグアノドンの全身竹格を中心にし
て、 イグアノドンと共に発見されたワニやカメ、 また白亜紀の
巨大な爬虫類、 海トカゲ竜、 新生代のマンモスなどの標本のほ
かに、 国立科学博物館所蔵の関連標本を加えて、総計150点の
化石行料を展示してあります。

最近、 日本でも恐竜が発見され、 人々の関心を引いています
が、恐竜は奇異で珍しい過去の動物というだけでなく、もっとい
ろいろなことを語りかけています。

中生代の地球に君臨していた恐竜やその他の爬虫類もやがて
は絶滅しました。 その理由はいろいろ考え られますが、 決定的
な解明をみていません。 むずかしい問題ですので、私たちはさ
らにこれからも研究を重ねていかねばなりません。

今回の特別展は、 一般の人々はもとより、 生徒、 児童が身近
に化石に接する場であり、 研究者にとっても多くの学術的な情
報が得られるまたとない良い機会であると信じています。

この特別展の開催にあたり、 貴重な標本の国外持ち出しを許
可されたベルギー 政府、 標本の運搬・組み立てなどに絶大な御
支援を頂いたベルギー 王立自然科学博物館、駐Hベルギー 大使
館など関係者の皆様に衷心から感謝申し上げると共に、 また御
協力下さった日本側の関係機関各位に厚くお礼申し上げます。

この特別展を契機として、 ベルギー ・日本の両国がさらに強
い絆で結ばれ、 友好親善がなお一層深まり、 学術文化の交流が
一段と促進されることを念願してやみません。

昭和60年 7 月

-

国立科学博物館
日本テレビ放送網株式会社



ごあいさつ

日本の国立科学博物館と 日本テレビ放送網株式会社の主催に
よる特別展太古のス ー パースタ ー 「恐竜イグアノドン」はベル
ギー 王立自然科学博物館の所蔵する化石標本を中心に構成され
たものです。

これらの世界的に評価の高い標本がベルギーの地を離れるの
は全く初めての出来事ですが、 これは両国の科学者たちの真摯
な協力によって実現したものです。

本展のような試みは高額な経費と技術的なむずかしさから想
像以上の困難を伴います。 展示する標本は非常にもろく、 また
かけがえのなv．ヽ ものであるため、・細心の注意を払う必要があり
ます。

日本とベルギーの新聞とテレビは本展について 大きく 報道
L、 すでに両国民の関心は大変高まっています。

このような催しものは 日本とベルギーの科学者のみならず、
両国民の間により緊密な絆を確立する道を開くこととなり、 ま
ことに有意義であると考えます。

芸術や科学のような文化的業績の交流は、経済交流にはるか
にまさる長期的効果をもたらし、 両国間の相互理解と尊敬に多
大の貢献をなすものと信じてやみません。

グザビエ ・ ミゾンヌ ' 

ベルギー王立自然科学博物館長

MESSAGE 

The large exhibition organized by The Nippon Television Net­
work Corporation and The National Science Museum of Japan 
is based on fossil collections from the Royal Institute of Natural 
Sciences of Belgium. It is the first time these specimens of world­
wide reputation leave Belgium and this has been made possible 
owing to the excellent cooperation between the scientists of the 
two countries. 

The difficulties of such an enterprise are not to be underrated, 
as also the high cost and the technical difficulties. Most of the 
exposed specimens are extremely brittle, and being irreplaceable, 
extraordinary precautions had to be taken. 

The newspapers and the televisions of both Japan and Belgium 
have widely covered this event and this action has broadly opened 
the interest of the public in the two countries. It is auspicious that 
such an exhibition open the way for establishing tighter bonds 
between Japanese and Belgian scientists and, beyond them, be­
tween the citizens of both countries. The exchange of cultural 
achievements such as artistic, scientific and technical realizations 
leave more lasting effects than business barter and it helps more to 
the mutual knowledge and esteem between the two countries 

Xavier MISONNE 
Director of The Royal lnsllcute of 

Na1ural SciPnces of Belgium 
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イグアノドンヘの招待

「ベ ルニサー ルで金が出た」というのが、 1 87 8年（明治11年）

に出た新聞のニュー スの見出しでした。

ベルニサー ルは、 ベ ルギー 南部、 エ イノー 州の炭鉱村で、 こ

の村のすべての住民は、 ｀｀ 19 世紀なかば頃の石油 ” と も い われ

る石炭の採掘にかかわっていました。 しかし、 ここでゴー ルド

ラッシュが起こったのではありません。 坑夫たちが、 有史以前

の動物の骨にちりばめられた黄鉄鉱の黄金のきらめきを金とと

りちがえてしまったというわけです。

こうして、 イグアノドンのお話は ‘‘ いつものこと” と ｀＇驚く

べきこと” の2 つが結びつく、 おとぎ話のような出会いから始

まるのです。

2 人の坑夫が地下 300 メー トルを越える坑内で、 狭い横坑道

を掘っていたというのが、 この出会いの ｀‘ いつものこと” です。
‘｀梵くべきこと” の方は、 およそ1 億2500万年前の岩の中に、

はらゆうるい

巨大な爬虫類がいたということです。
このような出会いは、 確率からいえば、 ほとんどゼロに近い

ものです。 1 877年にはじめて炭鉱内で数本の骨が発見されまし

たが、 誰も何とも思わなかったのです。 翌年に坑夫たちは、 イ

グアノドンの完全骨格をまともにつき抜いて壊してしまい、 そ

のあとでその発見の重大さに気づきました。

｀‘ 人知” というのはおそろしいもので、 ごく断片的なデー タ

から推理する能力を働かせて、 このような骨格の発見を予測し
ていました。 比較解剖学の創始者である有名なジョルジュ ・ キ

ュビエは、 1 822年にメアリー ・ マンテル＝ウ ッド ハウス夫人が

イギリス南東部のサセックスで発見した最初のイグアノドンの

歯を鑑定しました。 彼はその歯が植物食の大きな爬虫類のもの
あご

であり「将来必ず、 歯のついている顎と、 それに連なる骨格が

見つかるであろう。 私たちはそれを辛抱強くさがさねばならな

い」と言っています。 それが定められた運命のように、 1 87 8年

に顎や骨格の一部だけではなく、 29体もの骨格、 しかもその3
分の2以上が完全な形で、 ベ ルニサー ルの炭鉱で発見されまし

た。

世の中の人は、 珍しいものや異様なものに、 信じられないく
らいの興味を示すものです。 イグアノドンやその他の恐竜たち

は、 その巨大さ、 小さな脳、 鈍重な歩きぶり、 いろいろな変わ
った外見などで、 私たちを想像の世界へとかきたてます。 また、

ほぼ 1億 8000万年にわたる爬虫類時代に爬虫類が陸と空と海に

君臨していたことや、 彼らが6500万年前に突然絶滅してしまっ

たことなどを考えると、 いろいろな疑問がわいてきます。 19 世
紀の科学者たちも、 歯とか単独で出た骨を発見してそれこそ夢

中になりました。

`‘ 恐竜” という名称は「恐ろしいト カゲJという意味のギリ

シャ語に由来しています。 世の中には、 恐竜の恐るべき力を描

いた映画や漫画などがよくあります。 恐竜という言葉はベルギ

゜

ーの新聞・雑誌では ｀｀頭のめぐりがのろくて鈍い人” 、'‘考えの
古くさい人”、 ‘‘無器用で行く先々で物をこわす人” などを表す

のに使われます。 反対に ‘‘ 力の強さ” や ｀‘根気強さ” を強調す

るために「恐竜」を名前に選んだスボーツ ・ チ ー ムさえありま

す。

それでは、 今から 160 年前には、 何も知られていなかった動
物「恐竜」とは、 いったい何でしょうか。 恐竜は中生代の終り

頃に滅びてしまったために、 今では化石の研究にたよるしかあ

りません。 まず「恐竜」は爬虫類の仲間です。 また、 憩くほど

たくさんの種類があります。 多くの恐竜は、 巨大で、 植物食で

4本足で歩いていましたが、 体の小さな恐竜、 肉食の恐竜、 2
本足で歩いていた恐竜など、 さまざまなものがいました。 何と

いっても恐竜の大きな特徴は ‘'まっすぐに伸びる足” をもって

いることです。 これが、 恐竜であるかどうかを見きわめる解剖

学的な特徴の決め手となります。 トカ ゲやワニなど恐竜以外の

多くの爬虫類は、 大腿骨が横にはり出し、 まっすぐに伸びる足

をもっていません。

では、 イグアノドンとは何でしょう？ 科学者は、 彼らのこ

とを ｀｀島盤類''とか ‘'島脚類” の1 つと言います。 それはイク‘•

アノドンが鳥に似た骨盤や足をもっているからです。 彼らはま
た角質のくちばしをもっていました。 イグアノドンの最初の歯

が発見された時、 草をはむのによい歯だということがすぐにわ

かりました。 現在熱帯アメリカにいる草食性ト カゲのイグアナ
の歯に似ているというので1 825年に「イグアノドン」と命名さ

れましたが、 ギリシャ語で「odon （オドン）」 とは、 歯という

意味です。
イグアノドンは、 1 イ意4000万年前から 1 億 500万年前までの

時代に生きていました。 約15 種類に分けられますが、 多くは骨

格の断片をもとにして分類されています。 もし完全な骨格が発

見されれば、 いくつかの種類が同じ種類であると証明されるか

も知れません。 イグアノドンは、 ベ ルギー 以外にもイギリス南

東部、 イベリア半島、 フランス、 ドイツ、 北アメリカ、 中央ア
ジア、 モンゴルなどで見つかっています。 足跡は、 南アメリカ

やスヒ゜ ッツベルゲンで発見されています。

数の上で一番多く、 全体が整っており、 保存状態のよいもの

はこの展屁会に展示されているベルニサー ルから出た骨格です。

ここには、 おびただしい標本が見つかった「イグアノドン ・ ベ

ルニサルテンシス」と、 1体だけですが「イグアノドン ・ マン

テリ」の2種類があります。 このように多くの標 本が見つかっ

たために、 イグアノドンは植物食恐竜の中で最も有名になり、

よく研究され、 理解されるようになりました。
ベ ルニサー ルからイグアノドンが発見される前は、 誤った考

えがたくさんあったことを私たちは忘れることができません。

フランスのジョルジュ ・ キュビ エ (1769-1 832)、 イ ギ リ ス



のリチャー ド ・ オー ウェ ン(1804-1892) 、 ド イツのフリー ドリ
ッヒ ・ アウ ギ ュスト ・ ケ ンステ ッド (1809ー1892)などの考え

は誤りでした。 イグアノドンはまずサイ、 そしてカバとみなさ

れ、 次にイグアナに似た動 物とみなされました。 前足のスパイ

ク状の親指は、 はじめサイの角とまちがわれ、 次に雄鶏のけづ

めとまちがわれました。 骨盤の一部が鎖骨とみなされたり、 大

きさも20メート ルから35メー トルもあると推測されたり、 さま

ざまでした。 そのあげく、 大変な復原模型 (22頁の図を参照）

が1854年にロンドンで開かれた博党会で公開されたりしました。

そういった初期の説や奇怪な誤りは忘れるとしても、 今回復

原されたイグアノドンの見事な姿を見て、 すべての謎が解けた
lヽま

と思わないで下 さい。 未だに多くの謎が残っているのです。 雌

雄を見分けることもできませんし、 生殖のしくみもわかってい

ません。 温血動 物だったのか、 冷血動 物だったのかもわかって

いません。 皮盾の色もまだ想像の域を出ていません。

私たちは今、 イグアノド ンが確かに2本足で歩いていたと言

いきることはできません。 とい うのは、 専門家の慈見は振り子

のように4本足説と2本足説の間で揺れ動 いているからです。

初期においては、 ギ デオ ン ・ マンテ ル(1790-1 852) と、 リチ

ャー ド・ オー ウ ェンが4本足説をとなえていましたが、 それが

今日再び注目をあびています。 休んでいる時は2本足で、 走る

時は4本足だという人もいます。 けれども、 広い昴孔をもつ、

側面の押しつぶされた頭骨から馬の頭を、 その姿態からカンガ

ルー を、 長い首からキリンを想像したりするのは無理からぬこ

とです。

イグアノドンは、 私たちの知識をずいぶん豊かにし、 多くの

夢をあたえてくれただけでなく、 163 年前にはじまった探索に

たずさわった人々の、 時にはりっぱな、 ある時にはその逆の行

動 から、 いくつかの教訓を引き出してくれました。 そのいくつ
かを紹介しましょう。

まず、 一番初めに出た歯を見た時に、 その歯だけで、 全く知

ら れていなかった巨大な植物食の爬虫類であると認めた、 医者
でありアマチュア地灯学者であるギ デ オン ・ マンテ ルの揺るぎ

ない確信と信念があげられるでしょう。 この隠くべき眼力は、

その歯を哺乳類の歯と考えた当時の世界的権威者ジョルジュ ・

キュ ビエの、意見と真っ向から対立しました。 しかし、 キュビエ

は、 すぐにマンテ ルの考えの方が正しいと認めまLた。

次に、 ベ ルニサー ル炭鉱株式会社の取締役会がいろいろな形

で示した寛大な取り計らいもあげられるでしょう。 例えば、 9

人の坑夫を3 年間、 イグアノドンの発掘にあてたこと、 掘り

した化石を地上に連びあげるための既用を引き受けたこと、 37
頭だての馬車で、箱に納めた130ト ンの化石をブリュッセ ルまで

運んだこと、 そして最後に、 集めたすべての買料をベルギ ー 国

家に贈品したことです。 このような会社の寛大な取り計らいに

® 

対して、 当時の政府は、 鉱山契約 に明記されている石炭の代わ
りに、 イグアノドンを掘り出したということで、 会社に26,000
ゴ ー ルデン・ フランの罰金の支払いを命じました。 また発見さ

れた骨格の1つをフランスに売りとばそうとした政治家もいま

した。

ベ ルニサールの三角少liの沼地に生息していた爬虫類は、 イグ

アノドンだけではありません。 カメもワニもいましたし、 い ろ
いろな魚や両生類や昆虫もいました。 また、 さまざまなシダ類

が生い茂っていました。 これら の化石のうち、 それぞれが大き

な価値をもっているのですが、 この展党会の目玉はやはりイグ

アノドンです。

ベルニサー ルから発見されたものではありませんが、 この展

買会にはモササウルス（海トカ ゲ竜）やマンモスの標本なども展

示されています。 白亜紀後期の巨大ないわゆる海生オ オ ト カ ゲ

であるモササウ ルスは、 イグアノド ンが絶滅した後もなお、 爬

虫類の繁栄していたことを教えてくれます。 時代的には私たち

により近いマンモスは、 陸上で生活する哺乳類の中でもっとも

巨大な動 物であったということを、 目のあたりに見せてくれま

す。 これらの標本は、 すぐれたものですが、 しかしベ ルニサー

ルのイグアノドンほど、 古生物学史上ユニー クではありません。

ベルニサー ルのイグアノドンは、 今回初めてベルギ ー の国を

離れました。 これが実現するまでに実に1億2500万年かかった

ことになります。
イグアノドンの初めての旅は100 年以上前に、 馬車でベ ルニ

サールからブリュッセ ルまで、 90キロメー ト ルの旅をした時で

す。 2回目は、 ジェ ット機でプリュッセ ルから東京まで、 北極

を越えて1万3000キロメー トルにわたる旅でした。 これは私た

ちの前にある距離のへだたりという障害を、 今や乗り越えたこ
とを示しています。 また、 ベルギ ー の持っているイグアノドン

が、 国際的に費頂な文化・科学追産の1つだということを物語
っています。

科学技術が進み、 物質文明全盛の今日 、 鋭い知「生と労働によ
って世界をリー ド する地位にある日本という国で、 このような
展屁会が開かれることは、 誠に意義深いものがあります。 日本

の人々は、 自分たちが作ったり輸出したりする商品に支配され

ることがなく、 先祖代々受けつがれてきた美的感党をみがき、

地球の歴史にかかわるあらゆることに強い 関心を示し、 また屈

常でないものや壮大なものに心動 かされる民族でもあります。

この展覧会のように、 遠い過去から珍しい動 物の生命を呼び

おこすことは、 たぐいまれなことで、 人々の心を引きつけずに

はおきません。 観覧者の皆様は、 きっとこのイグアノドンの発
見がまさに偶然の出来事であったことを強く心にとめられるこ

とでしょう。 実際、 有史以前の動 物の研究は、 科学産業技術の
進展とは大いに違っています。 それはほとんどすべてが発 見に

よるもので ｀‘迎” が主役をつとめています。 イグアノドンの研



し、 か

だに関する限り、 誰も世界中の如何なる所でも、 1 87 8年のすば
ひつてき

らしい発見に匹敵するようなものを、 その後見つけてはいませ

ん。
1914年から191 8年にかけての世界大戦の末期に、 ド イツ占領

軍はベルニサー ルで新たな骨格を掘り出そうと計画しました。
しかしド イツが敗れて実現しませんでした。 ベ ル ニサールには、

まだ多くのイグアノドンが眠っているといわれます。

今回の展院会をきっかけに、 いつの日かベ ルニサールの新し

い発掘に必要な賓金を出してくれる、 国際的な団体のあらわれ

ろことを夢みてはいけないでしょうか。

そうです。 ベ ルニサー ルで発見された化石は、 まさしく｀‘ 金”

であったのです。

ボール・ サルトナール

（ベルギー王立自然科学博物館古生物部長）

®
 



イグアノドン・ベルニサルテンシスの復原想像図



イグアノドン・ マンテリの復原想像図



イグアノドンは世界で最初に発見された恐竜として有名です。
まずイギリスのサセックス州でギデオン ・ マンテルらによって
発見されましたが、 あまりに断片的でその正体がよくわかりま

せんでした。 それで、 より完全な骨格の発見が待たれていまし
たが、 1878年にフランス国境に近いベルギー のベルニサー ル炭

鉱でたくさんのイグアノドンの骨格が発見されました。 これら
の骨の大部分は梵くほどりっぱに関節でつながっていました。
長い期間にわたる困難な発掘作業の結果、 1883年には最初の骨

格標本ができあがり、 19世紀末に新たに完成した5体の標本が
ベルギー 王立自然科学博物館で見られるようになりました。 現



在、 この博物館にあるイグアノドンは展示台上にねかせた20体 かけとなった材料です。 今回そのうちの1 体と、 より小さな種

の完全骨格や部分骨格、 11体の立ち上がった形に復原された組 類イグアノドン ・ マンテリの1 体が日本に来ました。

立骨格にまとめられています。 これは世界に類のない、 ほぼ 1 恐竜研究のうえで重要な意味を持つイグアノドンの発見物語

種類の恐竜イグアノドン ・ ベルニサルテンシスの群れを示すみ をふりかえってみることにしましょう。

ごとな展示品で、 化石爬虫類の研究と解釈に新時代を開くきっ
ベルギー王立自然科学博物館にあるイグアノドンの産状標本

® 



マンテル夫妻

今から150年ほど前、 世界で初めて恐

竜という動物がいたことに気づいた人々

がイギリスにいました。 その中でも有名

なのは南部イングランド のルイスという
町の開業医ギデ オ ン ・ マンテル夫妻です。

1822年にサセックスナト1のカックフィ ー ル

ド の石切り場から切り出された石の中に

暗褐色のつやのある歯を発見したのです。

ギデオン・マンテルGideon A. Mantell 
(1790-1852) 

サセックス州ルイスのマンテルの家
現在はアンティ ー ク・ショップになっている。

この歯はイグアナというト カゲ類の歯に

似ていたのでイグアノド ンと名づけられ

ました。 1825年のことです。

マンテルはしだいに化石の面白さにと

りつかれ、 集めた化石で家がいっばいに

なるほどでした。 はじめは研究を手伝っ

ていたマンテル夫人もあきれはてて、 と

うとう家を出てしまったと伝えられてい
ます。

マンテルの考えはリチャ ー ド ・ オー ウ

ェンなど当時の学者たちと意見の合わな

いこともありましたが、 のちには英国学

士院から金のメダルを与えられ、 彼の化

石研究の重要性が認められるようになり

ました。 ルイスの町にはマンテルが住ん

でいた家が今でも残っています。

マンテル夫人Mrs. Mantell 

® 

マンテル家記念の額
「外科医であり地質学者のギデオン ・ マンテ

ル博士がここに住んでいた。 彼は1790年にル
イスで生まれ、1852年にロンドンで死去。 彼
はサセックス朴1ウィ ー ルドで先史時代のイグ
アノドンの骨の化石を発見した」



最初のイグアノドンの化石が発見されたサセ
ックスの石切り場
上の方の中央よりやや左に見える教会の塔は
現在でも立っている。

マンテルが描いたイグアノドンの復原想像図
トカゲに似た形で描いている。 必部の突起は

その後、 親指の骨であることがわかった。
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①イグアナのはく製(."1mblyrhynchus en's· 
tatus (Gray)) 
イグアナは中南米、 ガラパゴス諸島などに生
息している。

②イグアナの一種(Iguana iguana rhinoceri) 
したあ：： ぜつそ（めん

の下顎の歯の舌側面
歯の先のギザギザした緑辺などイグアノドン
の歯に似たところがある。 中央の歯の下部に
は生えかわる新しい歯が見えている。

(3マンテルが発見したイグアノドンの歯の化
石
この歯はイグアナの歯に似ていたので、 イグ
アノドンlguanodon(＇｀イグアナの歯” の意

味）と名づけられた。



リ チ ャ ード・ オー ウ ェ ン卿 S i r R ichard 
Owen (1 8 04- 1 892) 

す い し よ う き ゆ う

水 晶 宮 公園の ｀‘動物た ち”

ロンドン郊 外のシ デ ナム にある 水晶宮 （ク リ
ス タ ル ・ パ レス ） には 1 854 年に造 られた恐竜
な ど古代生物の実物大想像模型が植物の茂み
の中に樅かれている 。 こ のう ち イグアノドン
や メガ ロサウ ルス な ど の恐竜は オ ーウ ェ ンの
考えに従って作 ら れ た。 写真は メガ ロサウ ル
ス の模型。

リ チ ャ ー ド ・ オー ウ ェ ン
リチ ャ ー ド ・ オ ー ウ ェ ン は1 804年にイ

ングランドのランカスタ ー で生まれ、 16

歳 の時、 同市 の外科医の見習 いとな り、

その4 年後にエ ジンバ ラ大学の医学 生、

さらに1 年後にはロ ンドンのセント ・ バ
ー ソ ロ ミ ュ病院に移 り、 医学を修得 しま
した 。 その後オ ー ウ ェ ンは王 立医学校 の

博物 館長 の助手 におされ、 1 836年には同

校 の解剖学教授 、 1 849年にその博物館長 、

1 856年 には大英博物館自然史部長 とな り、
サウ ス ・ ケ ンジントンに大英博物館の 自

然史館を設 立しました 。

オ ー ウェンはすぐれた 解剖学者であり、

古 生物学 研究の先駆 者 と し て 知 ら れ、

「 イギ リスのキ ュビエ 」と呼ばれました 。

三畳 紀の恐竜クラデ ィ ドンやジュラ紀の

ケ チ オ サウ ルスを研究し、 その他の化石
は ち ゅ う る い

爬虫類も調 べた 結果 、 ダ イ ノ サ ウ リ ア

（恐竜目） という名称を提案 し、 1 842年
に英国学術協 会会報 に公表 しました 。 こ
の提案 は恐竜を単独の大きな グルー プ と
する ものでありました が、 オ ー ウェンの

® 

考えはその後変更 されました （恐竜は1
り ゆ う ば ん も く

つのグルー プ にはまとめら れず、 竜盤目
ち ょ う ば ん も く

と店盤目の2 つの目 に属 する ことが判 明

した のです） 。 しかし、 1 842年 以 後、 私

た ちは ｀｀ 恐竜” という名称 を使って話す
ことができる ようにな りました 。

1 854年に、 万 国博党会が開かれたハ イ
す い しよ う き ゆ う

ドパー クの水 晶 宮 が首都圏 外のシデ ナ

ムに再建 された 時、 古代 動物の実 物大の
復原像がしげみの中につくら れました 。

オ ー ウェンはこの監督 のた めに、 この年

の大部分をついやしました 。 1 85 8年以後、

オ ー ウェンはイグアノドンについての論

文を書 きました が、 それにもまして始祖

鳥 やモ アの研究でも著 名です。 オ ー ウェ

ンはビ クト リア女王 や王族と親交 があり、

政府から特別 な 待遇 を受けていました が、

1 859年にダー ウ ィ ンの 『 種の起源』 が出

版 される と、 この進化論 を痛烈 に批判 し

た ことで知られています。 19 世紀後半 に

はこの偉 大な 古 生物学 者も学 界での影響

力は衰 え、 1 892年に世を去りました 。



ウ ィ リ ア ム ・ ス ミ ス
イギリ ス南部のテ ィ ル ゲー ト の森 の石

切 り 場 か ら 最初に イグアノドンの骨を発

見した人が、 実 はスミ スか もしれないと

いうことに 、 大英博物館 （ 自然史） の保
管 標 本を調べていたチャ リグ博士 が気 づ

きました。 では、 スミ スという人はどん

な人だったのでしょうか 。

スミ スは、 17 69年 に オ ックスフォ ー ド
州 チャー チルの漿家の子 として生まれ、

18歳 の時、 測址事務所 の助 手となり、 の

ちに サマセ ット州 の運河工 事に技師 とし

て働きました。 工 事をする時に は地恩 の

状態をく わしく観察 していました。 1791

ウ ィ リ アム ・ ス ミ ス William Sm ith (1 769-
1 839) 

年 以後、 バ ー スや グロスタ ー などイギリ
ス各 地の調査に 従 事し ました。 1794年 に

は、 初めてバ ー ス付 近の培色地質 図を発
表 しました。 また、 1799年に 発表 した論

そ う じ よ

文のなか で、 中生代 の層序 （ 地府 の重な

りの順序） を区 分することを提案 し 、 ス
る い じ ゆ う

テ ノ の唱 えていた地恩 累 重の法則 （ 重な

っている地層 の下 位のものは上位のもの

よりも時代 が古 い） を、 具体的に 証 明 し

ました。
スミ スは1815年 にはイ ングランド ・ ウ

ェー ル ズ 地方の着色地質 図15枚 を出版 し、

1 81 6年 と1819年 の論 文で 「 化石に よる地

層 同 定の法則 」を確立しました。 これは、

異 なった地域での化石の産出順序 は、 た
がんそ う

とえ岩相 （ 地層 を構成 し てい るたい積 物

や たい積状態 など） が違っていても同 じ

であるということです。 スミ スの行 なっ

た一 連の研究に よって、 19 世紀の初めに

創蒻 （ 地阿 の重なりの順序 や 時代を調
ベ論 ずる学問） が確立され、 地球の歴史

を明 らか に するために 化石を活用する方

法 が開けたので、 その後地質 学が急速に

発展しました。 スミ スは1 839年に亡 く な

りましたが、 イギリス地質学 の父 といわ

れるように なりましたし、 地質 図を作る

ことは世界各 地で定着 しました。

ウ ィ リ アム ・ ス ミ スがカ ッ ク フ ィ ール ド で発
け い こ つ

見 したイグアノ ド ンの右胆骨の下部

® 



ベルニサール第 3 坑道の全景
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ベルニサールの炭鉱でイグアノ ド ンが発見 さ
れた時に、 首都ブ リ ュ ッセルに打たれた電報
「 ベルニ ソ （ベルニ サー ル）炭鉱よ り興味深 き

動物の骨を発見す。黄鉄鉱で分解 してい る 。 明
日午前 8時モンス駅到着を期 し て De Pauw 
氏 を送れ 。 急を要す」

恐竜の研究史 の上で最も重要な発見と

さ れる 事件 は、 ベ ルギー のフ ランス国境

に近いベ ルニサールと いう炭 鉱村で起 こ

りました。 今から100 年以上も前の1 87 8

年のこ とです。 ベ ルニサー ルの第 3 坑 道

で石炭ではな い 巨 大な動物の骨が大籠 に

みつかったので、 炭鉱の人々はプリュッ

セルあてに電報 を打 ちました。 最初の報

告 が4 月 1 日だったので 「エー プ リル・

フ ー ルかもしれない」と誰しも本 気にし

ませんでしたが、 その後本 当 の 発見とわ

かって学 者たちがベ ルニサールヘ かけつ

けました。 およそ30体分のイグアノドン

の骨格と ワニやカメ、 それに植物、 昆虫

などの化石も発見さ れました。 3 年もか

かって掘り出さ れた化石は首都 プリュッ

セルに輸送 さ れました。
ベルニサー ルの町には当 時の坑 夫の孫

にあたる 老人 が今でも住んでいて 「 おじ

い さ んの 話」をしてくれ ま し た。 「第 3

坑 道 から運び 出している のは石 炭ではな

い大切 なものなので、 こ わさ ないように

注意 して掘らなければ ならないから大変

だった」と おじ いさ んが言っていたこ と

を覚 えている と のこ と です。

今は閉鎖 さ れている ベ ルニサ ー ルの炭

鉱を訪 れる と 、 昔 使 わ れていた坑 夫の祖

子 や石炭を掘る 道具 、 石炭巻 き揚 げ機な

どがあり、 当 時をしのぶこ とができます。

イグアノドンの化石は古 生代石炭紀の

石 炭をはさ む地庖 の割 れ目 に たい積 した

イグアノ ド ンを坑内か ら 掘 り 出す作業を し た
坑夫の孫 （写真中央の老人）を囲ん で話を聞＜

は く あ き

中生代白亜紀前期 （約 1 低2000万年前）
の地府 の中 にあり ました。 数十頭の群れ

をなしていたイグアノドンが肉食恐竜の

メガロサウルスなどに追わ れて崖 から落

ち、 化石となったといわ れてい ます。
坑 内では化石は地陪 に埋 まった状態で

いく つかのプロック に分けられ、 その位
置 がスケ ッチ さ れました。 地表に運び 出

さ れてからは、 坑 内で発見さ れた時と 同

じように並 べら れ、 骨 をきれいに出して
から骨の配列 のスケ ッチ が描 かれました。

ベルニサール炭鉱の当時の坑夫

® 
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ベルニサール炭鉱の地質断面図
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イグアノドンの発見場所
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イグアノドン ・ マンテ リ の産状図

Sーノドン ・ ベルニサルテンシスの産状図
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ルイ ・ ド ロ ー Louis Dolio (1857-1931) 

ベルニサー ルのイグア ノ ドンをよみが
えらせた研究者は、 フランスの リ ール生

まれのルイ・ドロ ー と いう人でした。 彼
は1877年に出生地の大学の土木工学科を
卒業しましたが、 1882年以来ブ リ ュ ッ セ

ルで過 ごし、 イグア ノ ドンの研究を続 け 、
1891年 に 王立 自 然史博物館の古生物部門
買任者、 1909年にはプ リ ュ ッ セル大学の
古生物学教授 と なりました。 ドロ ー はイ
グア ノ ドンの研究に没頭 し 、 専門家たち

を監督して 化石を整理させ、 骨格標本の
復原指導 に専念しました。 彼は毎年10や
20の論文は発表してきましたが、 1887年
に は 1 年間 に94篇の論文を発表する と い
う勤勉家だったのです。

ドロ ー はいつ も 研究室 に と じ こ も る内
気な学者で、 論文はすべて極め て 簡潔な
も のでした。 彼は常に ば ら ばらの古生物
学上の事実を寄せ集め て 、 意義のある説
に 統合する こ と に心をくだい てきました。
研究生活の後半の1892年になっ て 、 古生
物学者か ら ＇`ドロ ー

？告屈
” と 呼ばれる

ようになった 「進化非可逆の法則」 を提
唱しました。 この法則は、 進化の過程で
1 つの生物体や 1 つの器官、 または器官

の一部の構造が失われる と 、 その後の新
しい進化で再びそれが回復する こ と はな
い と い う も のです。 また、 ドロ ー は1893

しんかげん き よ く

年 に は 「進化限局の法則」 も 設定して い
ます。 それは特殊化しす ぎた生物は その
子孫を残さずに滅びる と いうのです。 中
生代 に繁栄した大型爬虫類が 白亜紀末に
絶滅した事実は、 その代表例の 1 つ と さ
れて います。

さて、 ベルニサールのイグア ノ ドンに

関するドロ ーの最初の論文が発表された
のは1882年で、 それ以後19世紀末までに
ベルニサー ルの化石につい てのドロ ーの
論文は27篇 に も 達しま し た。 ドロ ー はベ
ルニサール産のイグア ノ ドンの変異を調

l m  

⑳ 

べ て 、 大きな種類のベル ニサルテン シス
と 、 それより小さい種類のマンテ リ の 2

種類がある こ と をつきと め ました。 この
2 種の間には、 はっきり と した骨の形 に
相違があっ て 区別され、 しか も 坑内で深
度の異なる所で発見された も のだ と いう
こ と を示しました。

ドロ ー は、 イグア ノ ドンが 2 本足で立
っ て いた と 考え、 鳥類に似た特徴や ワ ニ
類に近い関係にある こ と を指摘しました。
また巨大なスパイク状の親指があっ て 、

ぼ う ぎ よ し さ

攻撃や防禦に使われた こ と を示唆しまし
た。 歯が複雑に並んでいたこ と や、 骨格

けん こ う し

後部で背骨 と 交叉した骨化した腱が格子
状の配列 になっ て い て 尾 に強大な力を与
えて いたこ と 、 巨大な歩行筋が骨盤 と 尾
に ついて い て 、 そ こから後 ろ足へ と のび
て い た こ と などを明 ら かに しました。

ドロ ー はイグア ノ ドンの体のつくりを
せ つ し ゅ

と き明かしたばかりでなく、 食物摂取の
方法や、 生態 ・習性などについて も 論 じ
ました。 と く にベルニサー ル産の骨格の
なかに子ど も の個体がない こ と に 注目し、

「 この場所で年老 いた恐竜たちがひん繁
に 起きた洪水で埋め られ、 すばし こい若
い恐竜は逃げて しまった」 と 考えたので
す。 イグア ノ ドンに関する論文を19篇 も
古いたドロ ーでしたが、 多数の個体 に基
づき、 記載をして 集大成するようなモ ノ
グラフを出す こ と はしませんでした。

ド ロ ー に よ っ て復原 さ れた イ グア ノ ド ン ・ ベ
ルニサルテ ン シス



サン ・ ジ ョ ルジ ュ教会で組み立て られつ つ あ
る イグアノドン
当 時 こ の教会 は 、 王立 自 然史博物館のア ト リ
工として使われて いた。 こ の絵は1884年にベ
ッ カ ーによっ て描かれた。

® 



地中か ら 掘り出された化石 をもとに、
生きていた時のイグアノドンを復原 する

試みがなされてきました。

研究の初期には、 イグアノドンの歯が
ト カゲ類のイグアナに似ている ことと、
完全骨格が見つか っていなか ったために、

復原 図は現生のオ オ ト カゲの骨ぐみに基

づいてつくられたようです。 マンテルが

作成 した骨格図や、 1 854年にロンドン近
す い し よ う き ゆ う

郊 の水 晶 宮公園 にオ ー ウェ ンが指埒 し
て彫刻家ウォ ー タ ー ハ ウ ス ・ ホ ー キンズ

の作った実 物大模型 がこの例です。 とも

コ芦�:.→1 . - :-....-
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玄·凸苓．日心

にサイのようにあ＼ の上に角がある 4 本足

の動物となっています。 不 完全な標 本を

土 台としてい たために犯 した失 敗作でし

た。
ベル ニサー ル で完全骨格がたくさん発

見されて、 必 の上の角 とまちがえら れた
ものが、 実 はスパ イク状の親指であった
と判 明 し、 また2本足で立った姿が復原

あ し

される ようになりました。 強力な肢 と尾
ぜん し

で体を支 え、 前肢 を木 にか け、 角 質 のく

ちばしと顎 を忙 しく動か し、 木 の葉を食

べていたのでしょう。 前肢 と手の主 な目

的は、 草木 をつかみひ き ちぎる ことで、

そういう時に親指が役立つと考えられま

した。 平 らで強力な尾 をもつので、 水 陸

両生で、 ある 程度 は泳 げたのではないか

と考える 人もいます。 最 近の研究ではベ

ル ニサル テンシスの前肢 がか なり長 いこ

とや4 本足で歩いた足跡も見つか り、 イ

グアノドンの中にはカンプ ト サウルスの
に そ く ほ こ う し そ く ほ こ う

ように二 足歩行だ けでなく四 足歩行ので

きる ものがいたと思われる ようになりま
した。
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ウ ィ ル フ ァ ースの復原 に よ る水中のイグアノドン ハイルマンの復原 に よ る走るイグア ノ ドン

す い し よ う き ゆ う

リ チ ャ ード ・ オー ウ ェ ンが ロ ンドン郊外の水 晶 宮 の園内に造らせたイグアノ ドンの実物大復原像

、噂翠笠 登翌 一ガデ百嘔釦翼譴＇

＠ 



西ドイツのハノー バー市に あ る ニー ダーザク

セン州立博物館のイグアノドン復原像
手の指の形や 口の先に特徴がある 。

ベルギーの ブ リ ュ ッセル市にあ る王立自 然科学博物館のイグアノドン復原像

® 



今か らおよ そ 1 億幻の万年前の自 亜紀の初め 頃、 ベ ルギーや
北フランスの一部、 イギ リ ス 南部には、 北部大陸か ら テチス海
（古趣中溺と も よ ばれ、 ヨ ー ロ ッパ 南部から ア ジ アに ま た が り
東西にのびて いた浅 い海） に開いた一大デルタ があり ま し た。
大地は青々 と し た シ ダ類でおおわれ、 川の周辺には ト クサ類が

生 い茂り、 山 ろ く には針葉樹類の林がある よ うな亜熱帯的環境

のデル タ が広が っ て い たのです。 昆虫がとび ま わり、 ワ ニ類や
カ メ 類な ど が川や池の中にい ま し た。 イ グ アノドンの群れは、
そ ういう所で、 ま わりのゆ たかな植物を食べて 荘ら し て い ま し
た。



イ グア ノ ド ン をね ら う 肉食恐竜メ ガ ロ サウルス



一

恐竜たちの歩きかたを直接 証 明 するも

のは足跡の化石 です。 ドイツ やイギ リス

の白亜系 の最 下部にあるウィ ー ルデンと

い う地府 の、 とくに泥岩 には無 数のイグ

アノドンたちのみごとな足跡の化石がし

るされてい ます。 私たちは一連 の歩行 跡

を見 れば 、 そのイ グアノドン がゆっくり

と歩い てい たのか、 走ってい たのか、 あ

るい は止 ま ってい たのかな どを簡 単 に見

分け ることができ ます。 多 くのイ グ アノ
こ う し

ドンの足跡から、 この恐竜は後肢 で歩き、
ぜん し

短い前肢 は前 進時には全 く使われず、 休

止 のときには尾 を静 かに降 ろ して、 とき

どき息 をついたといわれて い ました。 と

ころが最近発見 されたイ グアノドンのも

のら しい 歩行 跡には前肢 の印象 らしいも

のもともなっており、 イグアノドンの仲
間には、 前肢 をついて四 足歩行 をするも，

のもい たのかもしれません。 1937年に ア

メ リカ国 立自 然史 博物館の調査隊 が西部

で発見した足跡 の例では、 長 さが90 セン

チ メ ー トル 、 歩幅 が4. 5 メ ー トルもあっ

て、 足跡をつけ た動 物の推 定体高 は10メ
ー トルにもなろうかという巨 大なもので
した。

一般 に恐竜の足跡を研究 するにあたっ
ては、 一個一個 の形 ・ 大きさ・ 配列 の観

察 が大事 ですが、 計測する所 は、 同 じ側

の左 （右 ） 足 跡から 1 つ前方 の左 （右 ） 足

跡ま での距離を示すストラ イド、 左 （右 ）

足跡から次の右 （左 ） の足跡までの距離

を示すペ ー ス、 左 （右 ） 足跡から 次の右

（左 ） 足跡をへ て再び左 （右 ） 足跡に至 る
までの3 点 をつなぐ 角度 で示すペ ー ス ・

アンギ ュ レ ー ション（ 歩角 ） 、 および歩行
跡の横幅 などです。 足跡の大きさから骨

盤までの高 さを推 定し、 それとストラ イ

ドの値から 歩行 スヒ゜ ー ドを計箕 すること
ができます。

④イグア ノ ド ンの足跡
産地 ： 西ド イ ツ、 ニ ー ダ ー ザ クセ ン州
時代 ： 約 1 低2000万 年前 （白 亜紀前期 ）
⑥ の雄型。

5イグアノ ド ンの足跡
産地 ： イ ギ リ ス 、 ワ イ ト 島
時代 ： 約 1 憶2000万 年前 ([1 亜紀前期 ）

最近まで大英博物館 （自然史 ） の恐竜ギャ ラ
リ ー に展示 さ れ て いた恐竜歩行跡の一部の図
解
歩行跡は ほぼ平行に並ぶ 2 種類の足跡か ら な

心 ヽ

● や く

る 。 ひ と つ は獣脚類でメ ガ ロサウルスの仲間
を示し、 図の上か ら 下の方へ向かって進んで

ち ょ う ぎや ：

い る 。 も う 1 つ は たぶん鳥脚類のイグアノド
ンがつ けた も ので、 四足歩行をした ら しい。
(D. B. Norman, 1980 に基づ く ）
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6 イグアノ ドンの足跡
向方

t

行進

／ 1
· 

→/ 

ペ ー ス ・ アンギュ
レーション

（ 歩 角 ）

歩行跡幅

恐竜の足跡の測 り 方

日本でも発見された恐竜乃足跡

最近になって、 初めて 日 本か ら恐竜の足跡
た ，， なか

が発見されま し た。 場所は、 群馬県多野郡中
ざと せばやし

里村瀬林の通称 で さ ざなみ岩” の崖面です。
地層は瀬林層下部層の細粒の砂岩で、 白亜紀
前期のアプチアン （約 1 億2000万年前） にあ
た り 、 ち ょ う どイ グア ノ ド ンなどの生きてい
た時代のデルタのよ う な場所でたい積 し た も
のです。

発見さ れた足跡数は約50個で、 主な歩行跡
は少な く と も 3 頭以上の二足歩行の恐竜たち
がつけた ものだと考え ら れ ま す。 足跡をつけ

じゅうきやく らよう きやく

た恐竜が獣 脚 類か鳥 脚 類かは足跡の多 く
が 〈 ずれているのではっ き り し ません。 3 本
指の角度から想像する と、 獣脚類の歩いた跡
かも しれま せん。 1 つはダチ ョ ウ型恐竜のよ
う に早いス ピー ド で走っ た も ののよ う です。

® 



I 第 II :「ド イ グ ア ノ ド ン の 4話 と 環坑 イ グ ア ノ ド ン は何 を 食べ て い た か j 

ド ロ ー 博士 の研究によると、 イ グ アノ
はん も

ドンは当 時繁 茂し ていた ナンヨ ウスギ類

の若芽 をつんでいた とされています。 イ

グ アノドンの口 の構造 から考えると、 彼

らはこの若芽 を、 ちょうど現在 のキ リン

が若芽 を食べるときのように長 い舌 で口
く だ

の中にまきこみ、 強い歯でかみ砕 いてい

た ようです。 もっとも現在 ではこの説 に

技成 しない学者もいます。 いず れにしろ、

イ グ アノドンの歯の形は確かに植物を食

べるのに適 しt弓且を していますし、 しば

しば すり減 りが甚だ しいので、 かなり固

い 植物を常食としていた と思われます。

では、 イ グ アノドンは何を食べていた

のでしょうか。 それを知る有力な手 がか

りは、 イ グ アノドンといっしょに産する

植物化 石です。 ベルニサー ルの同 じ産 地

からは、 ワイ クセリアやラコ プ テ リス、

スフ ェ ノプ テリスといった シダ植物、 ヒ
°

ら し

チ オ ストロプスのよ うな裸 子 植物が出て

います。 イ グ アノド ンはこういった 植物

を食べていた のでしょう。 川 べりに繁 茂

していた ト クサ類を好 んだ のかもしれま

せん。 餌 を知るもう1 つの直接 の証拠 は
ふん か せ を

糞化 石 （ コ プロライ ト ） といって、 過去

の動物の糞 が化 石となって残った もので
す。 こ れはふつうリン分に富 んでいて、

その中から未消化 の植物せんいや花粉化
石などが認められることがあって、 恐竜

の食べた ものや、 当 時繁 茂していた 植物

のありさまを知ることができる場合 があ
ら よ う き や く る い

ります。 イ グ アノドンと同 じ鳥 脚 類の

ハドロサウルスのミ イ ラ化 石の胃 の中か
し ん よ う じ ゆ

らは、 針葉樹 類のカ ニンガ ミ テ スの葉 の

かた まりや、 他の陸上植物の小枝 や種子

や果実 が発見されました。 そういう証拠

が発見されれば 、 いちば ん確実 な情報 と

なります。

恐竜の多 くは胃 の中に小石をのみこ ん

でいて、 それを胃 の中で動かすことで植

物のせんいを物理的にくだいて消化 を助

けていました。 アメリカ 国立自然史博物

館のモ ンゴ ル調査隊 の報告 では、 ある植
物食恐竜の化 石の胃 袋 に当 た る部分に、

すり減ってつるつるになった 胃 石が112

個 もあった といわれます。

⑦恐竜の胃石
産地 ： イ ギ リ ス、 ワ イ ト 島
時代 ： 約 1 ｛意 2 0 0 0万 年前 （白亜紀前期 ）

⑧恐竜の糞化石
産地 ： ベ ルギー、 エ イノー州 ベルニサー ル
時代 ： 約 1 憶 2 0 0 0万 年前 （白亜紀前期）



▲
』

O) ピチオス ト ロ フ ス ・ コ ルネ チ
Pityostrobus cometi (Coemans) 

マ ツ科針葉樹の球果。 ベルニサ ー ルか ら は こ
の他にも多 く のマ ツ科の球果 ・ 材 ・ 小枝化石
が産出している。

► 

⑩ラ コ プテ リ ス ・ デ ュ ンケ リ
Lacopteris dunkeri Schenk 

マ ト ニ ア科のシ ダ植物。 ウ ィ ー ルデン植物群
の特徴種の 1 つ。

巨大 ‘ノ テツの化石
の ぐり

群馬県多野郡上野村の野栗 と い う と こ ろか
ら、 ソテツ類の材幹 （木のみき） 化石が見つ
か り ま した。 化石は直径80叩、 長 さ3 .5mで、
こ れから植物体を復原する と最大径は l m以
上、 高 さ は15mを こ えていた と考え られてい
ま す。 こ の大 き さ は現生のソテツ類は も ち ろ
んのこ と、 化石ソ テツ類でも例のない巨大な
ものです。

化石が発見さ れた地層は、 約 1 億2000万年
前の白亜紀層で、 古 く から各種の動植物を産
する こ と で有名で した。 恐竜の骨 ・ 足跡化石
やヘゴのよ う な木性シダも最近見つかってい
ま す。

ソテツ植物はペンネチテス類 （ソテツモ ド

⑬ス フ ェ ノプテ リ ス ・ フ ィ ッ トニ▲
Sphenopteris fittoni Seward 

所属不明のシ ダ植物

キ類） と ソ テツ類に分けら れ ま すが、 と も に
中生代に も っ と も栄えた植物です。 上野村の
当時の森林も ソテツ植物， シダ植物や針葉樹
が生い茂っていた こ と で し ょ う 。 今回発見さ
れたソテツ類は、 その中でも際立 っ た樹木に
違いあ り ま せん。

⑭ソテツ類の材化石
Cycadales 

の ぐ り

産地 ： 群馬県多野郡上野村野栗
時代 ： 約 1 億2000万年前 （白 亜紀前期）

® 

▲ 
⑪⑫ワ イクセ リ ア ・ レテ ィ キュ ラ ー タ
Weichselia reticulata (Stokes & Webb) 

し よ う じよ う

所屈不明のシ ダ植物。 大型で掌状になる葉の
一部分。 ウ ィ ー ルデン植物群の代 表 的 植 物
で、 こ れ を ワ イ ク セ リ ア植物群とい う こ と も
ある。



L 第 II 章 イ グ ア ノ ド ン の 生活 と 炭境 イ グア ノ ド ン を取 り 巻 く 生物一 1 1 
イ グ ア ノ ド ン を 産出 し た同 じ ウ ィ ー ル

デ ン の地陪 か ら い ろ い ろ な 動植物化石が

発見 さ れて い ま す。 こ れ ら を も と に、 イ

グ ア ノ ド ン を 取 り 巻 く 生物 の 様子が明 ら
か に さ れて い ま す。 ド ロ ー 博士 の研究に

よ っ て 、 ワ ニ類、 カ メ 類な ど が い た こ と

が 明 ら か に な っ て い ま す。 最近に な っ て 、

植物や昆虫 な ど の研究 も 進み ま し た。

メ ガ ロ サ ウ ルス
イ グ ア ノ ド ン の住ん で い た地域に は 肉

食恐竜 メ ガ ロ サ ウ ル ス （全長 9 メ ー ト ル）
え さ

が い て 、 イ グア ノ ド ン を 餌 と し て い ま し

⑮ メ ガ ロ サ ウ ルス ・ ロ ン ジ ー エ ン シス
J\,1egalosaurus lonzeensis Dollo 
産地 ： ベ ル ギー、 ナ ミ ュ ー ル州 ロ ン ゼ
時代 ： 約8500万年前 （ 白 亜紀後期）
部位 ： 後趾骨

た。 メ ガ ロ サ ウ ル ス は強大な図体に鋭い

歯 と 爪で武装 し て い ま し た。 こ れ に対 し

て 、 イ グア ノ ド ン は く ち ば し で か み つ い

て 抵抗 し た と 思わ れ ま すが、 細 か く 小 さ
な の こ ぎ り の 刃 の よ う な歯 （長 さ 1 ~ 2

あご

セ ン チ） を も つ メ ガ ロ サ ウ ル ス の 強い顎

の 威力 に は か な わ な か っ た よ う です。

イ グ ア ノ ド ン は鋭い ス パ イ ク 状の親指

を 武器 に し て 、 メ ガ ロ サ ウ ル ス の手足の

鋭い爪 に対抗 し ま し た。 け っ き ょ く イ グ

ア ノ ド ン が難 を 逃れ る に は水中 に退却す
る し か な か っ た の か も し れ ま せん。 ベ ル

⑯ メ ガ ロ サウルス ・ デュ ン ケ リ
Megalosaurus dunkeri E>ames 
産地 ： ベル ギー 、 エ イ ノ ー州ベルニサール
時代 ： 約 1 低2000万年前 （ 白 亜紀前期）
部位 ： 後趾骨

ニ サ ー ルの炭鉱内 に残 さ れて い た 白 亜紀
き よ う こ く

の 古代峡谷に次々 と 落 ち こ ん だ イ グ ア ノ

ド ン は、 肉食恐竜 メ ガ ロ サ ウ ル ス に追 い
か け ら れ た の で は な い か と も い わ れ て い

ま す。

⑰ ク ラスペ ド ド ン ・ ロ ン ジ ー エ ン シス
Craspedodon lonzeensis Dolio 
産地 ： ペ ル ギー、 ナ ミ ュ ー ル州 ロ ン ゼ
時代 ： 約8500万年前 （ 白 亜紀後期）
部位 ： 歯

恐竜は全部で何種類 ？
現在ま でに世界中で知られている恐竜の種

類は 2 目、 6 亜目 、 27科、 273属、 約600種（竜
盤目約350種、 鳥盤目 約250種）です。 現在生き
ている爬虫類では、 カ メ 目 約20吐[‘ ワニ目約
30種、 ト カゲ ・ ヘピ目約8000種で、 地質時代
にはこれよ り はるかに多 く の種類がいた と思
われ ま す。 恐竜は 1 億8000万年間にわた っ た
中生代に栄えていたわり には、 数が',
すね。 こ れから多 く の種類が多昼f' るかも
しれません。

⑲
 



昆虫化石

イグアノドンのすんでいた林 や野原 に

は、 種類の数は今 ほど でな いにしても、
たくさんの昆虫が生息 してい たと思われ

ます。 し かし、 ベ ルニサールでは昆虫の
化石はたっ た1 つしか見つかっていませ

しみやく

ん。 それはセミ の仲間ですが、 その翅脈
を比較すると私たちにな じみ深いセミ と

⑱ ヒ レオニ ュ ー ラ ・ リ グネイ
Hylaeoneura lignei Lameere & Severin 

産地 ： ベルギー 、 エ イ ノ ー州 ベルニサ ー ル
時代 ： 約 1 位2000万 年前 （白 亜紀前期）
部位 ： 羽の一部

⑲チ ト ウ ラ セフ ァ ルス ・ ド ゥ モ ニイ
Chitracephalus d11111011ii Dolio 

産地 ： ベルギー、 エ イ ノ ーナト！ ベルニ サ ー ル
時代 ： 約 1 憶2000万 年前 （白 亜紀前期 ）
部位 ： 頭部 と 前足が残 っている 骨格
アペ ルト テ ム ボ ラ リ ス 科 Apertotemporali・
dae の一種。 ワ ニ類 な ど と と も に， イ グア ノ
ド ンの生活して いた湖や沼に生息 し て いた。

は違 う ことがわかります。 大き な声で鳴

く こともでき な かったようです。 分類上

は セミ 科 には入 らず、 もう1つ上 の分類

群のセミ 超科に 属 するものとされていま
す。

ト ンボ 、 ゴ キ ブ リ 、 シ ロ アリ 、 コ オ ロ ギ、
こ う

ウンカ、 アブ ラムシ、 シリアゲムシ、 甲
ち ゅ う

虫、 ト ビケ ラ、 ハ チな ど のほかにチョウ

イギリス南岸 のワイト島 からもイグ ア

ノ ドンが出 ていますが、 こ こからはた＜

さんの昆虫の化石が見つかっています。

に似た羽 をもつキヌ バ カゲロウ の仲間も

いまし た。 しかし、 真 のチョウ やガ 、 ミ

ツ バ チ、 アプ 、 イエバ エな ど はまだ出現

していませんでした。
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ヒ レオニ ュ ー ラ ・ リ グネイの復原図
(Lameere & Severin, 1897 に よ る ）

現生のセ ミ の一種 （シ カ ダ ・ タ ガ リ カ
Cicada tagalica) 

⑳ ト ゥ レ トステルノ ン ・ ド ゥ シ ャステ リ
Tretosternon duchasteli Dolio 

産地 ： ベルギー、 エ イ ノ ー）｛‘| ベルニ サ ー ル
時代 ： 約 1 低2000万 年前 （臼 亜紀前期）

は い こ う

部位 ： 背 甲
デ ルマ テ ミ ダス科 Delmatemydidae の一種
で、 湖や沼に生活 し て い た。

＇ 



I 第 II 章 イ グ ア ノ ド ン の 生活 と 環境 イグ ア ノ ド ン を取 り 巻む：生物一 2” 
ワ ニ

せ い が く る い

ワ ニ類は現在生きている正鰐 類のほか
げんが く る い ち ゅ う が く る い

に、 化石として原鰐 類と中鰐 類の2 つの
グルー プ があります。 ワ ニ類は現在の爬

ち ゅ う る い

虫類の中では系統 的にみて最も恐竜に近

く 、 恐竜の仲間 たちの生き残 りとも言 う

こ とができます。 化石のワ ニには、 現在

生きているワ ニとはかなり見かけの異 な
るものもいました。

ワ ニの祖先 ともいうべき原鰐 類は、 三

畳 紀末期からジュ ラ 紀の初めにかけて数

種類だけがいました。 水 中よりはむしろ
し し

陸上 の生活に適応 した長 い四肢 をもつ1

メ ー トルたらずの小さな爬虫類でした。

しかし、 背 中にはすでに現在のワ ニと同

じように骨質 の板 をもっていました。

約 2 億年前 （ジュ ラ 紀前期中ごろ） に

なるとワ ニの中で最も多様化した中鰐 類

が出現してきました。 ジュ ラ 紀中期には

海の生活に完全に適応 したメ ト リオ リン

クス類があらわれ、 現在のワ ニにある背

中の骨質 の板 も全く 失ってしまいました。
ひれ

四肢 も完全に鰭状に変化し、 尾 の先端 に
お びれ は く

はサ メ のような尾鰭 までありました。 白
あ き

亜紀になると、 今回 展 示されているイグ
アノドンとともに、 ベルニサ ー ルから発

見されたゴ ニオ フ ォ リス類やベルニサ ル

テ ィ ア類などの沼地や湖 などで生活して

いた中鰐 類も出現しました。 こ れらの中
鰐 類は主 にジュ ラ 紀から白亜紀にかけて

生きていましたが、 中にはド ゥ リオ サ ウ

ルス類やセベクス類のように新生代の後

半 まで生き残っていたグルー プ もいまし

た。

新生代に入 ると、 ゴ ニオ フ ォ リスやベ

ルニサ ルテ ィ アの仲間 から現在のワ ニ類

（正鰐 類） のクロコ ダイル、 ガビ アル、
アリゲ ー タ ー などが出現して現在に至っ

ています。

現在私たちが水族館などで生きている
姿 を見るこ とのできるワ ニ類には、 こ の
ような2 億年以上 にわたる進化の歴史が
きざまれているのです。

® 

⑳ゴニオフ ォ リ ス ・ シムス
Goniopholis simus Owen 
産地 ： ベ ルギー、 エ イノー州ベ ルニ サー ル
時代 ： 約 1 億 2 0 0 0万 年前 （白亜紀前期 ）

ち ゅ う が く る い

全長 2. 2メ ー ト ルの中鰐類 Mesosuchia のゴ
ニオフォ リ ス 科の一種。 ベ ルニサルティ アな
ど と とも に湖 や沼で生活 し ていた。

⑫ベルニサルテ ィ ア ・ フ ァ ゲ シイ
Bernissartia fagesii Dollo 

産地 ： ベ ルギー、 エ イノー州ベ ルニ サー ル
時代 ： 約 1 億 2 0 0 0万 年前 （白 亜紀前期 ）
全長 1 メ ー ト ルた らずの小型のワ ニ。 中鰐類
ベ ルニサルティ ア科の一種で、 湖 や沼地で魚
な ど を食べていた と 考え ら れ ている。 最近ス
ペ イ ンか ら も みつ かり、 当時のヨ ー ロッパに
広 く 分布 して いたこ と がわ か っ た。
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魚類
ベルニ サー ルではイグアノ ドンとい っ

しょに白亜紀初期のいろい ろな淡水魚 の

化石が発掘されました。 温帯から亜熱帯
こ う こ つ ぎ よ る い

性の気候 にすむ硬骨 魚類です。 この中に
，， ん こ つ な ん し つ る い

は原 始的で軟骨 の多い軟質 類、 固 い光 る
う ろ こ こ う り ん ぎ よ ぜ ん こ つ る い

鱗 にお お われた硬鱚 魚とよばれる全骨 類、
せ さ つ い こ っ し ん

脊椎骨 がよく 発達 し硬骨 でできて いる真
こ つ る い

骨類などが含 まれて います。 体高 の高 い

⑭ レ ピ ドテス ・ ベルニサルテ ン シス▲
Lepidotes bernissartensis Traquair 
ぜんこつるい

全骨類のセミ オノー タス 科に属す る 魚。 体が
う ろ こ こ う りんぎよ

硬いひし形の鱗に裂われ る硬鱗魚の一種。 現
在北アメ リ カ 大陸に数種だけ生き残っている
ガー と い う 魚 と 近緑。

魚 も いますので、 流 れのあまりない湖 の

ような場 所であったと思われます。 新生

代になると軟 質 類や全骨 類はしだいに少

なく なり、 現 在 ではごく 少 数の生き残り

がいるだけです。 その反対に真骨 類はし

だ いにその数を増 し、 現 在 最も よく 繁栄

して います。

® 

⑬ コ ッ コ レ ピス ・ マクロ プテルス
Coccolepis macropterus Traquair 
たん しつ る い

軟質類のなかでパ レオニスクス類のコ ッ コ レ
ピ ス 科に屈する魚。 軟質類は中生代に多かっ

こ う こつぎよるい

た原始的 な硬骨魚類だが、 現在では チ ョ ウザ
メ な ど の少数の種類だ けが生き残っている。

⑮マクロ メ ソ ド ン ・ ベルニサルテ ン シ ス
l\[acromesodon bernissartensis (Traquair) 

全骨類のヒ゜ クノダス科に属する魚で、 体店が
高 く 、 体はひ し形の硬い鱗で覆われ ている。
いわ ゆ る 硬鱗魚の仲間。

◄ 
⑳マクロ メ ソ ド ン ・ ベルニサルテ ン シス
Macr099比sodon bernissartensis (Traquair) 



⑰ア ミ オ プ シ ス ・ ラ タ
Amiopsis lata Traquair 

全骨類の ア ミ ア 科に屈す る 魚。 ア ミ ア 科の魚
は現在世界で一種だ け北ア メ リ カ 大陸の東部
の湖や沼 に生 き 残 っ て い る 。

⑳ ア ミ オ プシ ス ・ ド ロ イ
Amiopsis dolloi Traquair 

全骨類の ア ミ ア 科に属する魚。

⑳カ ロ ブテルス ・ イ ン シ グニ ス
Callopterus insignis Traquair 

全骨類の フ ー ロ 科に属する魚。 ア ミ ア 科に近

縁。

⑳ア エ タ リ オ ノ プシス ・ ロ ブス タ ス
Aethalionopsis robustus (Traquair) 
し ん こ っ る い

真骨類の サパ ヒ ー 科に屈す る 魚。 サバ ヒ ー は
現在南 日 本か ら イ ン ド 洋 に か け て 分布 し、 海
水で も 淡水で も 生活で き る 。 コ イ 科に近い魚
と 考 え られて い る 。

』．． 藝云直
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イグアノドンは、 南イングランドのサ
セ ッ ク ス 州やケン ト 朴1での発見からベル
ギーでの大量発掘をへて、 ヨ ー ロ ッ パ各
地で知られる よ うになりま し た。 その後
イグアノドン属や こ れに近縁な恐竜の化
石が地球上に広 く 分布 して いる こ とが判
明 しま した。 イグアノドン科はフラン ス 、
ポル ト ガル、 ス ペイン、 さら に ア フ リ カ

の中央サハラ地域から も 知られており、
ずっと東方のモン ゴルの砂漠の中から も
発見されています。 ま ぎれ も ないイグア
ノドンの足跡が北極近 く のス ピ ッ ツ ベル
ゲン諸島の 白亜紀前期のたい積物の中に
も 発見されています。 イグアノドンやそ
れと密接 に類似する も のが、 オー ス ト ラ
リ アのクイー ンズランドから見つかりま
し た。 また、 イ グアノドンと近縁の恐竜
が北ア メ リ カ から も 知られています。 こ
の よ うな大型恐竜とその仲間たちは、 あ
る地域から陸路をへて移動 し たので し ょ

ぅ 。
イグアノドンのいた白亜紀初期の こ ろ

も 、 ア ジ アの西のほうは ヨ ー ロ ッ パと陸

つづ き で、 恐竜たちのある も のは移動 し

た よ うです。 また北アメ リ カからイギ リ
ス を通りフ ランス 、 ス ペイン、 ボル ト ガ
ルをへて、 お そら く ア フ リ カまでのびた
陸のつながりがありま し た。 そのため イ
グアノドンやメ ガ ロ サ ウ ル ス を含む ウ ィ
ールデン動物群が南方の中央 ア フ リ カに
までのぴていたのです。 南アメ リ カに恐
竜がいた こ とや、 オー ス ト ラ リ アにまで
イグアノドンが達 し て い た こ とは、 こ う
いう大陸がつながって い た こ とを示 して
います。 学者のなかには、 白 亜紀の初期
には南大西洋はあまり発達 しておらず、
南アメ リ カと北ア フ リ カが接続 していた
と考える人がいます。 またある学者はア
フ リ カからインド、 オー ス ト ラ リ ア、 南
極大陸が分離 し たのは白 亜紀前期の出来
事だと考えています。 そうすると、 イグ
アノドンが移って く る こ とので き たア フ
リ カからオー ス ト ラ リ アヘのルー ト があ

っ たはずです。
も し も インドや南極、 オー ス ト ラ リ ア

地塊の分離がい く ぶん早い時期に生 じ て

い たならば、 オー ス ト ラ リ ア に イグアノ
ドンがいたという事実を説明するのは容
易でない し、 イグアノドンが各大陸にわ
たって分布 していた こ とは、 当 時各大陸
がそれぞれど こ かで接続 して いて、 全伊
と してまだ超大陸が残っていた こ とを示
唆 しています。 さらにこ の時代には、 世
界の気候が比較的一様であ っ て、 各大陸
と も イグアノドンの生活にとって快適な

1
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北オリエント海

ヨ ー ロ ッ パの 白亜紀初期の古地理図
(Wills, 1951 に よる）

ね ぐ らとなっていた こ とが考え られます。
ウ ィ ー ル デ ン

ベルニサールのイグアノドンは ウ ィ ー

ルデンと呼ばれる時代の地層から見つか
りま し た。 それはお お よ そ白 亜紀の初め
にあたります。 こ の地質時代の名 称は、
ロ ンドンの南にある ウ ィ ールド地方に由
来 して います。 ウ ィ ールデンは こ の地方
の ウ ィ ールド層 と呼ばれる砂岩や泥岩が
た い積 し た時代を示 しています。

しか し、 ウ ィ ー ルデンという名称は地

質年代があいまいなので、 今ではほとん
ど使用されて いません。 その理 由は、 ウ

ィ ールド層 は三角州や湖でたい積 し た地
肘 で、 こ の よ うな地層には化石がわずか
しか含まれていないため です。 たとえ 化

石があって も 、 それらは長 い間ほとんど
進化せず、 またその地域にだ け分布 して
い た も のばかりです。 地層のたい積 し た

時代は、 化石生物の出現や絶滅によ って
決め られています。 そのため、 正 確で細
かな時代区分をするには、 短期間 だ け 生
存 し、 よ り広 く 分布 し、 しか も た く さん

し じ ゆ ん

産出する化石 （ こ の よ うな化石を示準化
石、 または標準化石という） が役立ちま
す。 地層の時代を決め るため に、 白亜紀

® 



イ グア ノ ド ン類の分布 と ウ ィ ール ド時代の古地理

ではア ン モ ナ イ ト やイ ノ セラムスと呼ば
れる二枚貝がよく研究されて いるのはそ
のため です。 ウ ィ ー ルド層 には残念なが
ら、 このような化石が含 ま れて い ま せん。

ベルニサー ルの ＇` ウ ィ ー ルド層 ” は 白

亜紀前期末の地陪 におおわれて いるので、
おおよそ ウ ィ ー ルデンと しかわかり ま せ
ん。 この ことは、 イグア ノ ドンは も とよ

せ き つい

りベルニサー ルから出た多くの脊椎動物
化石や植物化石が、 ウ ィ ー ルド地方から
出る も のと共通 していることで も わかり
ま す。 今のところベルギーの地質学者た
ちは、 この地層が約 1 i意2500万年前 にた

い積 し たと考えてい ま す。 しか し、 将来
数百万年 ぐ らいの訂正 が出てこない と も
限り ま せん。

（ ボ ー ル ・ サル ト ナ ー ル）

® 

ウ ィ ール ド 時代の陸地

◎ 現在の陸地



第 1I 章 イ グ ア ノ ド ン の 生活 と 環境 日 本の ‘‘ ウ ィ ー ル ド 層”

イ グア ノ ドンとその仲間の恐竜が世界
かつ ぽ

各地の大陸を闊歩していた こ ろ、 日 本列
島はどうなっていたのでし ょ うか。 当 時
の様子を知る こ とのできる記録は 日 本各
地にたくさん残っています。 白亜紀初期

の 日 本列 島の太平洋側には海岸線が走り、
その付近の浅い海にたい精した地層 が各
地にあり ま す。 大きな河川が流れ、 また

内陸には大きな湖がた く さんありま し た。
ベルギーのベルニサ ールやイギ リ スの ウ

ィ ールド地方と同 じように淡水あるいは
き すい い ぎ

海水と淡水の ま じりあ っ た汽水域にたい

稜 し たいわ ゆる ウ ィ ー ルド相を示す地府

も、 H 本列 島には残っています。 こ れ ら

の地附は、 西南 日 本内帯では福岡県北九
、州市 ・ 山 口 県下関市にかけて分布し、 さ

らに朝鮮半 島南部に広 く 分布する 関門肘

群、 富山 • 福井 • 石川 ・ 岐阜の各県に広
て ど り

がる手取府 群などがそれにあたります。
また、 西南 日 本外帯では熊本県 八 代市か

ら 群馬・長野・埼玉県境 ま での約900キ ロ

⑱ギンゴイ ジ ウ ム ・ ナ トオルスチ
Ginkgoidium nathorsti Yokoyama 

L ら み ね （ わ し ●

産地 ： 石川県石川郡白峰村桑島
時代 ： 約 1 低3000万年前 （白亜紀前期）▼
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メ ー ト ルの間をと ぎれとぎれに 分布する、
n ょ う 廿 ぎ

い わゆる領石層群がそれにあたります。

さらに東北地方の太平洋側にもわずかで
はありますが、 同様な地層が分布してい
ます。 こ れらの地洞を構成するたい積物
の性質とその中に含まれる動植物化石は、
イ ギ リ スやベルギーの ウ ィ ー ルド阿 とよ
く似ています。 ただ、 日 本列島の ｀｀ ウ ィ
ールド府 ” は アンモナ イ ト や貝化石を多

せんかいせい

産する浅海成府 に挟まれる こ とがあり、
近年の研究によってそのたい稜年代を確
定できるようになり ま した。 わずかでは
ありますが、 日 本列島からも恐竜の化石

®オニキオブシス ・ エ ロ ンガー タ ►
Onychiopsis elongata (Geyler) Yokoyama 

9J ぐ ら めつ こ だに

産地 ： 石川県石川郡尾 口 村 H 付谷
時代 ： 約 1 低3000万年前 （ 白 亜紀前期）

⑫カ シオペ ・ ノ イ マ イ リ
Cassiope (s.s.) neumayri (Nagao) 
産地 ： 熊本県八代市洲口
時代 ： 約 1 億2000万年前 （ 白 亜紀前期）

31プチ ロ フ ィ ルム ・ ペ ク テ ン
Ptilophyllum pecten (Phillips) Morns 
産地 ： 麻知県南国市石関
時代 ： 約 1 憶3000万年前 （白亜紀前期）
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⑱ ミ レネ ・ テ ト リ エ ンシス
,\fyrene (Afesocorbicula) ti'loriensis (Koba­
yashi & Suzuki) 

し . . み い ユ ャ

産地 ： 幅井県大野郡和泉村伊月
時代 ： 約 1 低4000 万年前 （ ジ ュ ラ紀後期）

．
｀ 

因ザ ミ テス ・ ブ ッ キ ア ヌ ス
Zamites buchianus (Ettingshausen) Seward 

な ん ご く と う ご う fi9こ

産地 ： 麻知県南国市東郷谷
時代 ： 約 1 (．む3000万年前 （ 白 亜紀前期）

i3l ピラ ・ フ カ ミ エ ン シス
Pila? Jukamiensis Iwasaki 

や っ し ろ ひ な ぐ

産地 ： 熊本県八代市 日 奈久
時代 ： 約 1 億2000万年前 （ 白 亜紀前期）

⑳ポ ドザ ミ テス ・ ラ イ ニイ
Podozamites reinii Geyler 

" 『＇， •つ こ 9に

産地 ； 石川県石川郡尾口村 目 付谷
時代 ： 約 1 億3000万年前 （口亜紀龍

⑮ ミ ク ロ シザ ・ ジ ャ ポニカ
l\1icroschiza japonica (Nagao) 

や つ し ろ す ぐ ら

産地 ： 熊本県八代市洲口
時代 ： 約 1 館2000万年前 （［］ 亜紀前期）

® 



⑩ ク テ ニ ス ・ プ レ イ エ ン シ ス
Ctenis b,/,·ejensis Prynada 

産地 ： 石川県石川郡尾 u村 目 付谷
時代 ： 約 1 低3000万年前 （ 白 亜紀前期）

n よ う せ き

地 ： 麻知県南国市領石
時代 ： 約 1 {(;i.3000万年前 （ 白 亜紀前期）

⑫ ク ラ ド フ レ ビス ・ ゲイ レ リ ア ー ナ
Cladophlebis geyleriana (Nathorst) Yabe 

産地 ： 窃知県南国市領石
時代 ： 約 1 位3000万年前 （ 白 亜期前期）

，. -●‘ -· . . ．̀． ...が
｀＂ 

ヽ 、 ”-; ：} 

炉．雙心‘` 

｀ ．匹西ぶ

d3 カ シ オペ ・ セバヤシエ ン シ ス ⑭カ シオペ ・ オガ イ イ
Cassiope( Gymnentome) sebayashiensis Kaさe

噌dゃし
Cassiope (Cassiopella) ogaii Kase 

曾ばやし

産地 ： 群罵臥多野郡中里村瀬林 産地 ： 群馬県多野郡中 里村瀬林
時代 ： 約 1 俯1000万年1,1fi （ 白 亜紀前期） 時代 ： 約 1 {Q'.1000万年前 （白 亜紀前1期）

�sプ ロ ト シ プ リ ナ
Protocyprina sp. 

せ91やし

産地 ： 群罵 県多野郡中 里村瀬林

⑮ニ ッ ポ ノ ナイ ア ・ リ ョ ー セキア ー ナ
Nゅpononaia ,yosekiana (Suzuki) 

せばやし

産地 ： 群馬 県多野郡中里村瀬林
時代 ： 約 1 (CT:1000万年前 ( (l亜紀前期） 時代 ： 約 1 位1000万年前 （ 白 亜紀前期）

が最近になっ て見つかってい ま す。
こ こ で は、 当 時め日本列島の 古地理図

と代表的な動植物化石を示 しま した。 古
地理図の 日 本列 島は現在の位置と形で示
し てあ り ます。 しか し、 最近の研究では
世界の大陸が地質時代に移動 して現在の
配間ができあがったのと同 じ ように、 日
本列 島も 白 亜紀初期には今とはかな り 異
なった配列を していた こ とがわかっ て い
ま す。

動物化石はおも に 貝化石 で、 そのほか
こ う か く

に エ ス テ リ ア類という甲 殻類の化石も知

られています。 とくに 貝化石は各地で多
産 しています。 二枚貝類では プ ロ ト シ フ゜

リ ナ、 テ ト リ ア、 ミ レ ネ のような シ ジ ミ
類の祖先 にあた る もの、 ニッボノナ イア、
ト リ ゴニオ イ デ ス のようなイ シ ガイ類の

祖先 に あたるものが中心とな っています。
ま 争 がい

巻貝類では カ シ オペ、 ヒ゜ラのような カ ワ
ニ ナ類、 タ ニ シ 類の祖先と思われるもの
が見 ら れます。

ウ ィ ールド層の貝類の多くは、 それら
の祖先が白 亜紀以前に浅海域に住んでい
たもので、 おおよそ 白亜期初期頃 に長時
間 に わたって広大 に拡が っ た ウ ィ ー ルド

き すい

府 を形成 し た汽水ない し淡水域 に 適応 し、

® 

やがて海を離れて完全な淡水へと移 り 住
ん で いったと思われます。

植物の化石も各地から産出 し ま す。 シ
ダ植物や ソ テ ツ 類、 ベ ンネ チ テ ス 類、 針

ら し

葉樹類など裸子植物が多く、 こ れらが当
り よ う せ ぎ

時の森林を形づくっ て いま し た。 領石陪
群など太平洋側に分布する地陪 には、 ウ
ラジ ロ 、 小型の葉をも っ たクラドフ レ ビ
ス 、 マ ト ニア、 フサシ ダなどの仲間、 ザ
ミ テ ス 、 プチ ロ フ ィ ルム などのベ ンネ チ
テ ス 類、 ニ ル ソ ニア （ ソ テ ツ類） といっ
た植物が特徴的です。 また ごく最近、 群
馬県から ソ テ ツ類の材化石が発見され、
ソ テ ツ 類と しては世界でも最大級の大木
と考えられる こ とから話題になっていま
す。 領石層 群の植物群は ウ ィ ールド層の

そ せい

植物群とよく似た組成を示 しています。
こ れに対 し 、 よ り 内帯側の植物群は、 タ
カ ワ ラビ、 ソ テ ツ （クテ ニ ス など） の仲
間が多様にな り ます。 植物化石は昔の気
候を推定するよい手掛 り にな り ます。 当
時の太平洋側が熱帯～暖温帯で乾期をと
もなう気候、 内帯側は温暖適湿の気侯条
件下にあ っ たと考える こ とができます。



I 第 Il 章 イ グ ア ノ ド ン の 生活 と 環様 イ グア ノ ド ン と そ の 仲間の進化 ： 

イグアノドンは二足歩行ができる植物
食の恐竜のうちで、 最 も よ く 知られてい
る も のの 1 つです。 イグアノドンはド ゥ
リオサ ウ ルス、 キ ャ ンプ ト サ ウ ルス と オ
ウ ラ ノサ ウ ルス と と も にイグアノドン科

ち ょ う ばん る い ち ょ う きや く る い

に属し、 鳥盤類の中の鳥 脚 類に位置づ
けられています。

馬脚類は恐竜全体の直接の祖先 である
よ う し る い

槽歯類から出現して、 三畳紀末から 白亜
紀にかけてフ ァ プ ロ サ ウ ルス 類、 ヒ プ シ
ロ フ ォ ドン類、 イグア ノ ドン類、 ハ ドロ
サ ウ ルス類の順に次々と進化しました。

イグアノドンを含む鳥脚類恐竜の進化
で 最 も 興味深い ことは、 より完全に植物
食へ適応していった進化過程です。 この
過程は新生代 の ウ マの草食への 適応進
化に似ています。 この適応の過程は鳥脚

と み こ っ

類の頭骨と歯の進化を見るとよ く わかり
ます。 フ ァ プ ロ サ ウ ルス類は烏脚類の中
では最 も 原始的で、 植物食に対する適応
はほ と ん ど進んでいません。 歯は厚みの

あ ご

ある三角形で、 しか も 顎の骨にまばらに
し れつ

生えています。 左右の歯列の間隔 も 前の
方ではせま く 、 後方では広 く なっていま

ぜん し こ つ う わ

す。 鳥盤類に特有な前歯骨 も 小さ く 、 上

ぁ ご

顎の先に も まだ歯が残っており、 口 先 で
植物を効率よ く 咬み切る こと も 、 奥歯で

そ しや （

植物を咀哨する能力 も 低かったといえ ま
し た あ ご

す。 下顎を動かす筋肉がつ く 突起が小さ
く て前方にあり、 禎閤 も き ゃ し ゃ で 固い

植物を咀哨する こ と はおそら く できなか
ったと思われます。

ジ ュ ラ紀中頃、 フ ァ ブ ロ サ ウ ルス類か
ら進化した ヒ プシ ロ フ ォ ドン類は植物を
効率良 く 食べる ことができるようになる
進化の中間の段階にあります。 歯はやや
薄 く 先端は円 く なっています。 歯の生え
方は密になって歯の間のすきまがな く な
っています。 左右の歯列の間隔 も 後方 で
やや狭 く なっています。 下顎の先端にあ

ぜんがく

る前歯骨が大き く なり、 上顎の先 （前顎
こっ

骨の先端） には歯がな く なっていて、 ロ
先で植物を咬み切る能力も 植物を咀喘す
る能力も 高 く なっています。 下顎の突起
も 高 く 大き く 、 やや後方にあります。 頬

が ん C よ う

骨 も 頑丈になっており、 固い植物を咀哨
する こと も できるようになってきたよう
で す。

白 亜紀の初めには この ヒ プ シ ロ フ ォ ド
ン類からさらに進化したイグアノドン類

⑲ ヽ ？ ？ 贔

な ど が出現してきました。 イグアノドン
は ト クサ のような陸上の固い植物を も 十
分に食べる こ と ができた と 考え られ、 鳥
脚類における植物食への適応進化の 1 つ

の頂点を示しています。 歯は扁平で中央
り よ う

に稜があります。 歯の生え 方 も 一層 密に

なっただけでな く 、 下顎では次に生えて
く る歯が、 今使われている歯の間に出て
く るようになります。 左右の歯列は平行
になって、 上下の歯を効率よ く 前後に動
かす こ と ができます。 下顎の前歯骨は最

も 大き く 、 上顎の前顎骨には歯がまった
く な く なっています。 ＜ ちばしのように

鋭いエッジをも つ前歯骨 と 前顎骨で、 ト

ク サのような固い植物 も 咬み切って咀咽
する ことができるようになっています。
下顎の突起は高 く 、 頭骨の関節部 も 植物
の咀咽をより効率よ く 行なえる形をして
います。 そのため、 イグアノドンの頭骨
は一見すると草食性の ウ マによ く 似て い
ます。 これは固い植物を食べる ことへの
適応形態で、 お互いに似ているのです。
これは生物界によ く 見られる現象 で、 他
に も 、 魚竜 （爬虫類） と イルカの外形が
非常によ く 似ている ことがあ げられます。

〗 i
レ‘ノトサウルス ヒ7A37 サ ン ""

\ 

イク·y?アノ トン ”入 エトモントサウルス
9工 つ 匹

“ ヘ ル ス キ9・グ

ル／ス科

テセロサウルス

テノ ンtサウ ルス

イ グア ノ ド ン の系統図

® 

ハ ドロサウ

ど ちら も 海での遊泳生活に適応したため
で す。 一方、 更に特殊化した 白 亜紀後期
のハ ド ロ サ ウ ルス類、 サ ウ ロ ロ フスな ど
は湖や沼に適応したグルー プだ と いえ ま
す。 多分よりやわらかい水中の水草を常
食としていたため に、 口 先が広 く なった
のでし ょ う。 歯の生え 方 では数本の歯が
同 時に使われており、 咀哨により一層適

応した形になっています。
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恐竜の系統図
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I 第 II 章 イ グ ア ノ ド ン の 生活 と 環境 、 ｀誓逼百磁巧認／ う..... •よ り 1 

今からお よ そ6500万年前 （ 白 亜紀末）、 しよ うとして も 無理な ことがわかります。 まで く い荒らす ことができたか も しれま
大きな恐竜たち は すぺ て滅びてしまいま 上に1Fいた 3 つのことがらが重な っ て 原 せん。 寒さのス ト レスによ り 、 微妙なホ

した。 約 1 位5000万年 も の長い間 この地 因 とな っ て いると考えるのが最 も 自然 で ルモンのバ ラ ンス を く ずした恐竜たちの
球上に栄 え て い た恐竜たちはなぜ滅びて す。 生み落とす卵の殻は 薄 く な っ た り 、 異常
しまっ たので し ょ う か。 恐竜絶滅のなぞ 熱帯ないし亜熱帯という世界でうま く 卵のため ふ化できない も のがふえました。
を 説明 し よ うとして、 古 く から い く つ も 生活して いけるよ う にな っ て いた恐竜 は、 恐竜 たちの数は数千年、 数万年という長
の考えが発表 さ れてきました。 それらの 体のわ り に表面積が小さ く 、 体温が失わ い期間 を かけて 徐 々 に減 っ て いきました。
説 を まとめ ると、 (1)中生代の点脱 （地上 れに く か っ たのです。 新し く 地球上 に訪 そ こ へ追いうち を かける よ うに訪れたの
の よ うす） に 適する よ う に変 化 し て いき れた温度変化に対 し て 無防備で、 毛皮 を が 白 亜紀末の大隕石の地球への衝突です。
形 も 習性 も 生態 も 特殊な も のにな り す ぎ も たず、 冬眠す る こ と も で き ま せんでし 世界各地にその時にまき散らされたと思
た体のつ く 9 、 (2)地球上の森境変化、 た た。 白 亜紀末に海が退 く ど、 恐竜のナみ われるイ リ ジ ウ ムの濃集 し た粘土陪が発
と えば大陸移勅や海水面の低下に伴うす かとして快適であっ た海岸の低地の よ う 見されたため に、 その よ うに考えられて

＼
かの変化や気候の変化、 (3)地球外の宇 すがす っ かり変っ て し ま っ たうえ に 、 地 いるのです。 計算 に よ ると、 数年か少な

r ·的なできごと、 の 3 つの原因 を考え る 球上がだんだん寒 く なるにつれ、 冬枯れ く と も 数 力 月 の間、 太陽の光が地表 に届
ぇ こ

._/．ヽ とができます。 る植物がふえ、 植物を 食べる恐竜の餌の かず気温が下がり、 柏物の光合成作用が
実際 に地附に残された証拠と、 地府 中 欠乏する地帯や季節変化ができま し た。 低下し、 津波が起 き て 、 当 時の動物たち

う な が

の 屯竜な どの産状 を 調べ て み ま すと、 ど 恐竜たちの動けない夜で も 、 毛皮に包ま の絶滅 を さらに促す ことになりました。
ほ に ゆ う る い

／ 貧
：

けの理由 で恐竜の絶滅 を説明 れた夜行性の小型哺乳類は恐竜たちの餌

- - -ー · - ．  ·� 
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イグアノドンの頭 や体 の111:l: 、 特徴のある 形 を し ていま す。

それ らを 丹念に 調 べると、 どのよう なものを 食 べ、 どのよう に

歩いたかなど、 イグアノドンのさま ざ ま な 生活がわかっ てき ま

す。 ま た、 骨を 調べた結果 は、 足跡、 党 の 化石 、 食 べていたと

考 え られ ている植物化 石などから解釈 さ れ たこと と よく一致 し

てい ま す。

® 



⑰イグアノドン ・ ペルニサルテンシス
lguanodon bernissartensis Boulenger 
産地 ： ベルギー、 エ イ ノー州ベル ニ サ ール

時代 ： 約 1 憶2000万年前 （白亜紀前期）

この イ ク アノ ド ン ・ ベルニサル テ ン シ スの骨
格は、 ド ロ ーが復原した姿勢で組み立て られ
ている。

•
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恐竜は寝ると き どんな姿勢だ っ たか、 ま た 恐竜 に は家族は
あ っ たのか ？

ほ と ん どの恐竜は、 手足を曲げて う つぶせ く わ し く 調ぺ られてい る ある種の恐竜には、
の姿勢で寝た と考え られて い ま す。 ま た、 夜 ゾウやラ イ オ ンのよ う に家族があ り 、 親が子
は気温が下が り ま すから、 お互いに体を く っ どもの世話を し て いた と考え られて い ま す。
つけ合 っ て、 体温が低下するのを防いでいた イ グアノ ド ン も子ども を含んだ群れを つ 〈 っ
のかも しれ ま せん。 て生活 し ていたので し ょ う 。

••• 
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骨
nasal 

ゼ ん か く こっ
前顎
prema 

（頭骨の背面）

（頭骨の腹面）

るい ｀つ
涙骨

じょうかく こっ
上顎骨

lacrimal 

maxilla 

. -ぜん い ぜん と1
前位前頭而

prefrontal 

じょう がくこっ
上顎骨
maxilla 

じょこつ
鋤骨
vomer 
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かんしょうこっ
かんじょう こっ
眼上骨 1

眼上骨 2
supraorbital 2 

supraorbital 1 こう かん ヵ こっ
後眼窯骨
postorbital 

こう かいこっ
ロ 蓋骨
palatine 

せんとう こつ
前頭骨
frontal 

よ く じょう こっ
翼状骨
pterygoid 

がん か ちパけいこっ
眼寓蝶形骨
orbitosphenoid 
がいよ く じょうこっ
外翼状骨

ectopterygoid 

ふく ちょう けいこっ
副 蝶形骨

parasphenoid 

りん しょう こっ
鱗 （状） 骨
squamosal 

ほう けいきょう こっ
方形頬骨

quadrate-jugal 

きょう こつ
頬骨
jugal 

ほうけい こっ
方形骨
quadrate 

りん （じょう） こっ
鱗 （状） 骨
squamosal 

とう ちょう こっ
頭頂骨
parietal 

ほう けいこっ
方形骨
quadrate 

き こ う と う こっ
基後頭骨
basioccipital 

こう し こつ
後耳骨

opisthotic 



と う こ っ

頭骨はち ょ うど ウ マの よ うに細長く、
高くなっています。 左右の歯の列はほ ぽ

し た あ ご

平行 に並んでいます。 下顎を前後に動か
して植物を細かく し ま し た。

ぜん し こ っ

下顎の先 には、 前歯骨という骨があり
ます。 こ れはイグアノドンとその仲間た

ち ょ う き や く る い も ん し

ち （鳥脚類） だ け に見 ら れ、 門歯のかわ
り に 、 植物をかみ切 る くちば しのよ うな

働きを していま し た。
こ う せ い こ っ

（以下の構成骨は外観からは区別できな
き ち ょ う け い こ つ

いので 図 に示 してありません。 基蝶形骨
か ん ざ い こ っ ぜんかんせつ

basisphenoid, 間在骨 opisthotic, 前関節
こ つ じ よ う こ う と う こ っ

骨 prearticular, 上後頭骨 supraocc1p1-
tal) 

云百
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状
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かんせつこっ

関節骨
articular 

孟百
ble

れ
顎
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か
下
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じょう か くこつ

上 角 骨
surangular 

か く こつ

角 骨
angular 

ぜん し こっ

前歯骨
predentary 
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イグアノドンの体はカン ガルーのよう
な直立 した姿勢ではなく、 ダチ ョ ウ のよ
うに水平に保っていた こ と がわかってき
ま した。

廿 き つ い こ つ き よ く と つ き

脊椎骨では背側の突起 （棘突起） に多
けん

数の太い腱があって、 脊椎骨どう しを結
せ き ら ゆ う

合させています。 これによって脊柱を強
く して、 体を水平に して も体重の大部分

（左側面） 1 0cm 
9 9 かんつい

環椎
atlas 

（頭側面）

（左側面） じ く つい

軸椎 （尾側面）
aXIS 

けいつい

頸椎
cervical vertebrae 

こ う し

を後肢 2 本で支え る こ と ができます。 尾
の脊椎骨に も その前半部には腱が発達 し
ているので、 尾を地面につ け る こ と は少
なかった と いえ ます。

1 0cm 
1 9 

1 0cm 
I I 

孟百
ib

江加
r
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きょくとっ き

棘突起
neural spine 

（左側面）

! ； t よ う つ い

胸腰椎
dorsal vertebrae 

おう とっ き

横突起
verse proces 

1 0cm . ,  

（頭側面）

20cm 9 ,  

せん こ っ

仙骨
sacrum 

び つい

尾椎
caudal vertebrae 

30cm ， ．  
び つい

尾椎
caudal vertebrae 
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けん こ う こっ

肩 甲 骨
scapula 

20cm 
I 、

1 0cm 
9 ,  

と う こっ

視骨
radius 

じょうわんこっ

上腕骨
humerus 

ぜん し

前肢
け ん た い

前肢と胴体の結合する部分 （肩帯） に
け ん し う ~ つ ぜん う こ う こ っ

は、 イ グアノドンでは肩 甲 骨、 前烏 口 骨、
き よ う こ っ

胸骨の3 つの骨があ り ます。 前肢は、 肩
じ よ う わ ん こ っ しやつ こ つ と う こ っ

から手に向かって、 上腕骨、 尺骨、 撓骨、
し ゅ こ ん こ っ ち ゅ う し ゅ こ つ し こ っ

手根骨、 中手骨と指骨 でなり た っていま
す。

しゃくこっ

尺骨
una 

⑲ 

ぜん し し たん こっ か(

前肢肢端骨格

1 0cm 
I I 

きょう こっ

胸骨
sternum 

, 1 0cm , 



（側面） （腹面） し こ っ
（背面）

趾骨
phalanx 

こ う し

後肢
よ う た い

後肢 と 胴体の結合す る 部分 （腰帯） は 、
せ さ つ い こ っ

骨盤 と い う 骨 と 、 そ れ に関節する 脊椎骨
せんつい

（仙椎） で丈夫 に つ く ら れて い ま す。 骨
ち ょ う こ つ ざ

盤は、 前へ の び る 腸骨、 後方へ の び る 座
こ っ ち こ っ

骨、 下方へ の び る 恥骨の 3 つ か ら で き て
ぼ う じ よ う

い ま す。 恥骨は棒状で、 座骨 に平行に な
っ て い ま す。

（前面） （外側面）

® 

かん

後肢は骨盤の 3 つ の骨がつ く る 孔 （寛
こ つ き ゆ う だ い た い こ っ

骨臼） に 関節す る 大腿骨、 すね を つ く る
け い こ つ ひ し つ そ く こ ん こ っ ち ゅ う そ く こ っ し

腔骨 と 誹骨、 足首 の足根骨、 中足骨 と 趾
こ っ

骨か ら で き て い ま す。

ちょうこっ

腸骨
Ilium 

ざ こ っ

座骨
1schium 

（前面）
だいたい こっ

大腿骨 （内側面）
femur 



ベ ル ニ サ ー ル か ら 発見 さ れ た イ グ ア ノ

ド ン は最近の研究 の結果、 2 種類あ る こ

と が わ か り ま し た。 今回展示 さ れて い る
イ グ ア ノ ド ン ・ ベ ル ニ サ ル テ ン シ ス と イ

グ ア ノ ド ン ・ マ ン テ リ です。 ベ ル ニ サ ー

ル か ら 29体の イ グ ア ノ ド ン が発掘 さ れ ま

し た が、 そ の 中 で 1 体だ け が イ グ ア ノ ド

ン ・ マ ン テ リ で、 そ の他はすべて イ グ ア

ノ ド ン ・ ベ ル ニ サ ル テ ン シ ス で す。 こ の

2 種類の イ グ ア ノ ド ン に は ど ん な 違 い が

あ る の で し ょ う か。 マ ン テ リ と ベ ル ニ サ
ル テ ン シ ス と の違 い に つ い て 1 つ ずつ あ

げて い き ま し ょ う 。

体 の 大 き さ は マ ン テ リ の 方 がやや小型

⑱イグアノドン ・ マンテ リ の骨格
lguanodon mantelli Von Meyer 

産地 ： ベルギー、 エ イ ノ ー州ベルニサール
時代 ： 約 1 億2000万年前 （ 白 亜紀前期）

ぜ ん

で す。 最 も 大 き な 違 い は 、 マ ン テ リ の 前

底が短 く 、 手 も 全体 に き ゃ し ゃ な こ と で

す。 イ グア ノ ド ン の手 の 特徴の 1 つ と な

っ て い る ス パ イ ク 状の 第 1 指は、 マ ン テ

リ で は ベ ル ニ サ ル テ ン シ ス よ り か な り 小

さ く な っ て い ま す。 こ れ ら の 前肢の違い
し そ く ほ こ う

は 、 ベ ル ：：：： サ ル テ ン シ ス は主 に 四足歩行
に そ く ほ こ う

で 生活 し、 マ ン テ リ は主 と し て 二足歩行

を し て い た こ と を 示 し て い ま す。 た だ し 、

両種類 と も 四足歩行 も 二足歩行 も 可能だ

っ た と 考 え ら れ て い ま す。 2 つ の 骨格図

は、 ベ ル ニ サ ル テ ン シ ス と マ ン テ リ の通

常 の 歩 く 姿勢 を 表 わ し て い ま す。 姿勢に

関 し て は マ ン テ リ は ア ナ ト サ ウ ル ス な ど

® 

の 二足歩行 を す る ハ ド ロ サ ウ ル ス 類 に 近

く 、 ベ ル ニ サ ル テ ン シ ス は テ ノ ン ト サ ウ

ル ス の よ う な 四足歩行 を す る も の に近い

と 官 え る で し ょ う 。
さ ら に 、 ベ ル ニ サ ル テ ン シ ス と マ ン テ

リ は前肢 と 後肢の長 さ の 比率に違い が あ

り ま す。 マ ン テ リ で は、 後 肢 が 前 肢 の

1. 5 倍の 長 さ に な り ま す が、 ベ ル ニ サ ル

テ ン シ ス で は 1. 4 倍 に し か な り ま せん。

よ り 体の 小 さ い マ ン テ リ は二足歩行で 、
ベ ル ニ サ ルテ ン シ ス は 四足歩行 を し て い

し こ っ

た と 肢骨 の 比率か ら も 推測で き ま す。 ど

ち ら の 種類 も 体 を 立て 、 前肢 を 地面か ら

持 ち 上 げ る 姿勢 も で き た と 思わ れ ま す。



ぜん し

地面に前肢 を つ けた と きのイグアノドン ・ マ 地面に前肢 を つ けたと きのイグアノドン ・ ベ
ンテ リ の手 ルニサルテンシスの手

イグアノドン ・ ベルニサルテンシスの骨格復原図

イグアノドン ・ マンテ リ の骨格復原図

ペルニサルテンシスとマンテリの違い

大 き さ
高 さ 前 肢

（全長）

イグアノ ドン 7 . 5m 4 . Sm 
大 き い

ペルニサルテンシス (8m) (5m) 

イグアノ ドン 6 . 4m 4m 小 さ い
マ ン テ リ

® 

手

太 い
（歩行向き）

細 し ‘
（ものをつかめるl

イグアノドン ・ マンテ リ と ベルニサルテンシ
スの前肢

親 指
後 肢 足 姿 勢 歩 き 方（スパイク）

とても大きし 大 き い 歩行向き ダチョウ型
お も に
四足歩行

小 さ い 大 き い 歩行向き ダチョウ型
お も に
二足歩行



日 本列島 で発見 された恐竜の化石はま
し も

焚 く あり ません。 現在 までに岩手県 下
も し

閉伊郡岩泉 町の 茂師 海岸 から発見された

モ シ リュウ、 群馬県多野郡 中里 村瀬林 の

咄笛；也溝帯” とよ ばれる地域 内で発見

されたサンチュウ リュウ、 お よび熊本県
かみ ま し き み ふね

上益城郡御船 町で採集されたミ フ ネ リュ

ウの3 例 だけが確 実 なも のとして知ら れ

て います。 こ のほかに恐竜ではあり ませ
く びな が り ゆ う ぎ よ り ゆ う

んが、 国 内から首長 竜や魚竜など中生代

の爬虫類がたく さん発見されています。

日 本 の3 種類の恐竜は、 いずれも 過去

10年間 に発見 されたも のです。 恐竜の骨

や 歯の化石と気 づく 鑑定力のある人が野

外に出て中生代の地層 を調査 するこ とが

多く なれば、 近い将 来も っ と多 く の恐竜

0 I 
- -m 

モシリュウの産出部位を示す （マメンチサウルス・ホクアネンシス）

⑳サ ンチ ュ ウ リ ュ ウ ▼
Theropoda family indet. 

せばや し

産地 ： 群馬県多野郡中里村 瀬林
時代 ： 約 1億 1 0 0 0万 年前 （ 白亜紀前期）
部位 ： 尾椎 骨
大 き さ ： 2 0cm

尾の脊椎 骨の一部 （脊体 ）。 非常に変わった獣
脚類の恐竜。 こ の 化石は瀬林肘 と 呼ばれ る地

けつがん

層 の頁岩か ら 発見 さ れ、 汽水性の プ ロ ト シ プ
リ ナ、 ニ ッボ ノナイ ア な ど の二枚貝や カ シ オ
ペ な ど の巻貝 化石に伴って産出 した。

サンチュウリュウの発見された脊椎骨の部分 （モロサウルスの尾椎骨にもとづいて示した）

® 

の化石が発見 されるでしょう 。 発見 者は

必ずしも 古 生物学の 専門 家とはかぎり ま

せん。 こ の恐竜展 を見 て、 恐竜の骨を調
べ るこ とを学んだ皆 さんの中から、 次の

日 本 の恐竜の発見者が出るかも しれませ
ん。

▲ 
⑲ モ シ リ ュ ウ
1\/amenchisaurus sp. 

し も へ い も し

産地 ： 岩手県下閉伊郡岩泉町茂師
時代 ： 約 1億 1 0 0 0万 年前 （ 白亜紀前期）
部位 ： 上腕骨の一部
大 き さ ： 53cm

こ の断片的 な 化石か ら 復原 さ れ るモシ リ ュウ
の全長は2 0メ ー ト ルを超えていた と 考え られ
る。 また、 こ の 化石が中国の マメ ン チサ ウ ル

スの上腕 骨に形 と 大 き さ が一致す るた め 、 そ
れ に近縁 と さ れ てい る。 こ の 化石はサンゴ礁

れきがん

の近 く でたい積 した宮古層群の基底の礫岩か
ら 発見さ れ た。 こ の 化石は断片的でか なり摩
滅 しており 、 死後か なり運ばれ た ら し い。



モ シ リ ュ ウ の発見さ れた崖

⑪ ミ フ ネ リ ュ ウ
Megalo sauridae gen. & sp. indet. 

かみま し き み ふわ

産地 ： 熊 本県上益城郡御船町上梅木
時代 ： 約 1 位 年前 （白亜紀 中期 ）
部位 ： 歯
大 き さ ： 長 さ 7. 5cm
竜盤 目 、 獣脚亜 目 メガ ロサウ ルス 科の肉食性
の恐竜。 メガ ロサウ ルス の中で も 小型で、 敏
し ょ う に動 く 種類であっ た と 考 え ら れ る 。
198 1 年に早田幸作氏 と 長男の展生君 （当時 11
歳 ） によ って発見 さ れ た。 夏休みの自 由研究
のた めに早田 氏に伴われ ての化石採集の折、
展生君の 「お 父 さ ん、 これ 何 ？ 」 と い う 素直
な疑問が き っ かけ と な っ て発見 さ れ た。

モシリ ュウ

ミフネリ ュウ
ミ フ ネ リ ュ ウの発見地

ミフネリュウの産出した歯 （メガロサウルスの図に示した）

® 















海 ト カ ゲ竜類 （モササウ ルス科） の進化

海 ト カ ゲ竜類は プ ラ テ ィ ノ タ ン類 を 祖

先 と し て モ サ サ ウ ルス 亜科、 プ リ オ フ
゜
ラ

テ カ ル プス 亜科 と テ イ ロ サ ウ ルス 亜科の

3 つ の グル ー プに分かれて進化 した。 こ

の 展示 に は 、 そ れ ぞれ の 亜科の代表 的 な

種類がそ ろ っ て い る 。

グロ ビデンス属

モササウルス属
モササウルス ・ コノドン ＊

亨一
•`＼‘‘‘‘ -999 二竺可言

―
'
属

レッシデンス属
し一ー ク、、『
-＝今“屯Qt"双','!'9"‘““‘“4一 9 99 - 'レス属

翠

モササウルス亜科
モササウルス ・

ホフマニー ＊

プロ トサウルス属
プリオプラテカルプス亜科

プリオプラテカルプス属

ドローサウルス属ー ープレシオティロサウルス属
プログナ ト ドン属
ハ リ サウルス属

． ••一••、●●● ●- .. ； ····A •••-=--

ティロサウルス属 エイノサウルス

＂海トカゲ竜
“

モササウルス科の系統図
（ ＊ 印は展示されている標本を示しています）

⑮エ イノサウルス ・ ベルナルデ ィ
Hainosaurus bernardi Dolio 

産地 ： ベ ルギー 、 エ イ ノー州

時代 ： 約7300万～6500万年前 （ 白亜紀後期）
大 き さ ： 全長13m
テ イ ロ サ ウ ル ス 亜科のベルギーの代表的な種
類。 体が大変細長 く 、 と く に尾が長 く なって
いる。 尾 は あ まり幅広になって いない。

® 

ティロサウルス亜科



£ ― 

® 

⑭モササウルス ・ ホ フ マニー
Mosasaurus hojfmanni Mantell 

産地 ： ベルギー、 リ ンバー グ州

時代 ： 約7000万年前 （白亜紀後期）
モ サ サ ウ ル ス 亜科のベルギー の代表的な種類。

▲ エイノサウルス ・ ベルナルデ ィ の頭部
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⑰モササ ウ ルス ・ コ ノ ド ン の 生体復原像
生 き て い た時には、 こ の よ う に体 を く ね ら せ
て泳いでいた。 現在生 き て い る 動物では、 ガ
ラ パ ゴス の ウ ミ イ グ ア ナ の よ う な泳 ぎ方 を し
た と 思われる。

⑱ プラ セ ンテ イ セ ラ ス ・ ミ ーキ ィ の部分拡大

少 な く と も あ る 種 の モ サ サ ウ ル ス に は ア ンモ
ナ イ ト を あ さ る 習性があ っ た。 こ の ア ンモナ
イ ト に は おそ ら く 海 ト カ ゲ竜 に か まれた時の
歯 型 と 思われ る 孔が殻に残 さ れて い る 。 ア メ
リ カ の サ ウ ス ダ コ タ 州 か ら 発見 さ れた プ ラ セ
ン テ ィ セ ラ ス の殻に も 、 16回以上 も モ サ サ ウ
ルス類に かみつ かれた歯型が残 さ れて い た と
い う 例が 知 ら れて い る 。

® 



⑱プラ セ ン テ イ セ ラ ス ・ ミ ーキ ィ
Placenticeras meeki Boehm 

産地 ： カ ナ ダ、 ア ルバ ー タ 州
時代 ： 約8000万年前 （ 白 亜紀後期）

® 

⑮モササウルス ・ コ ノ ド ン
lvlosasaurus conodon (Cope) 

産地 ： ベルギー、 エ イ ノ ー州

時代 ： 約73 0 0万～65 0 0万年前 （ 白 亜紀後期）



第 V 窪 中 生代 の 梅 と 空 海 ガメ

カ メ 類の系統

カ メ 類は三畳 紀の中 ご ろに現 われたフ
゜

ロ ガメ ケ リス 類を祖先 として， これから

大 き く 2 つ の系統に分 れて 進化し， 現 在

に至って い ます。 私たちに なじみ深い 力
せんけ い る い

メ は潜頸 類と呼ば れ， 首 をS 字状に 曲 げ
て頭を甲 ら の中 に収 めるグル ー プで す。

⑲アロ プ リ ュ ー ロ ン・ホ フ マニ ー

Allopleuron hojfmanni (Gray) 
産地 ： ベルギー 、 リ ンバ ーグ州
時代 ： 約 7000万 年前 （ 白 亜紀後期）
大 き さ ： 1． 5m x 1. 2m 
現在のウ ミ ガ メ 類 （ア オウ ミ ガ メ 、 ア カ ウ ミ
ガ メ 、 タ イ マイ） と 同 じ海 ガ メ 科に所属 する
化石種。 指の骨の一部だ けが欠 けて い る。 背
中 を下にして、 ひっ く り かえった状態で発見

こ う し

さ れた。 後肢が大 き い こ と が特徴。

イ シ ガメ ， ゾ ウガ メ やハ コ ガ メ のほ か

に ， ウ ミ ガ メ などもこのグルー プに含 ま
き よ く けい る い

れます。 もう 1 つ の系統 は曲頸 類と呼ば
れ， 首 を横に 曲 げて頭を甲 ら の中 に収 め

るグル ー プで， 主 に 南米 を中 心とした南

半 球に分布 して い ます。

ァ ロ ブ リ ュ ー ロ ンの復原骨格

® 

一



第
四
紀

第
三
紀

白
亜
紀

ジ
ュ
ラ
紀

紀

一 古式声t
� ..”· -、r—rJ r 、 9

埒
曲頸類 （PLEURODIR IRA)

i 
潜頸類 (CRYPTODIR IRA)

二
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紀 ＊ 印は展示されているカメ類の化石が含まれる系統を示しています

鳥は恐竜の生 き 残 り ？

鳥の祖先である始祖鳥の研究から、 烏は恐
竜のコエ ロ フ ィ シス類から進化 し た と考え ら
れていま す。

現在生 きている動物の中では、 ワ ニ と 鳥類
が恐竜に最も近縁です。 し か し、 ワニは恐竜
と はかな り 形が異なっ て い ま す。 ま た、 ワニ
は変温動物ですが、 恐竜は恒温動物で活発に
動き 回っていた と考え られて い ま す。 一方、
鳥は恒温動物で、 骨格の特徴で恐竜 と 多 く の
共通点があ り 、 ワ ニ よ り も よ り 恐竜に近いと
い え ま す。 恐竜のイ メ ージに最も近い鳥はダ
チ ョ ウな どの地上を走る平胸類 と いえ ま す。

® 
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オ ガ ツギ ョ リ ュ ウ
この標本は1981 年に国立科学博物館が

いな い

三畳紀前期の稲井層 群から採集した魚竜
化石です。 三畳紀の魚竜はジ ュラ紀や 白
亜紀のものほど産出例が多くありませんc

この標本は頭部から尾部までほ ぼ完全に
近い状態で保存されています。 オ ガツ ギ
ョ リ ュ ウ は他の魚竜にくらべて細長 い体
をしています。

稲井層群からはこれらの魚竜のほかに
魚類化石やアンモ ナ イ ト などさま ざまな

オガツギョ リ ュ ウの骨格 （酒色した部分が産出 した化石です）

⑮オガツ ギ ョ リ ュ ウ
む せ き つ い

海生無脊椎動物化石が産出しています。U tatsusaurus ? sp. も と よ し う た つ

1972年に同県本吉郡歌津町の 海岸で数も の お お がつ かぶ と じ ま

産地 ： 宮城県桃生郡雄勝町甲 島
さ ん じ よ う そ

時代 ： 約 2低3000万 年前 （ 三畳紀前期）

® 

+［本の魚竜が発見され、 ウ タ ッ ギ ョ リ ュ
ゥ Utatsusaurus hataii と命名されまし
た。 今回展示したものは ウ タ ッ ギ ョ リ ュ
ウ とは若干の違いがあり、 両者の関係は
今後の研究によって解決され る 見込みで
す。

南三陸一帯は、 三畳紀前期の魚竜の宝
庫とい ってもよいでし ょ う 。



団ス テ ノ プテ リ ギ ウ ス ・ ク ア ド リ シサス ▲
Stenopterygius quaariscissus Quenstedt 

産地 ： 西 ド イ ツ、バ イ エ ル ン州ホ ル ツ マ ー デン

時代 ： 約 2 位年前 （ ジ ュ ラ 紀前期）
ぎよ り ゆ う

ホ ル ツ マ ー デ ンの魚竜の 中 で も っ と も 数多 く

産出 し て い る 種 で、 籍状の四肢 c蘭蔽 ． 籐寇）
が長い の が特徴。 ホ ル ツ マ ー デ ンで は き わ め

て保存 の よ い魚竜、 囁慎富、 ワ ニ な ど が大
に 発 見 さ れ て い る 。

⑫ラ ン フ ォ リ ン ク ス ・ ム エ ンステ リ ► 
Rhamphorhynchus muensteri Goldfuss 

産地 ： 西 ド イ ツ、 バ イ エ ル ン州
時代 ： 約 1 憶5000万年前 （ ジ ュ ラ 紀後期）
ラ ン フ ォ リ ン ク ス 類は完全に飛行性 に な っ た

は ら ゆ う る い よ く り ゆ う る い

爬虫類で、 翼竜類 Pterosauria の 中 で も ジ ュ

ラ 紀 に の み生息 し た グ ルー プで あ る 。 生活域
は 開 け た平地 と 考 え られて い る 。 翼竜 には翼
を広げる と 12m に も 達す る プテ ラ ノ ド ン類の
よ う な大型の も の か ら 、 プテ ロ ダ ク チ ル ス 類
の よ う な ス ズ メ ぐ ら い の小型の も の ま で知 ら
れ て い る 。 翼竜 も 恐竜 と と も に 白 亜紀末に は
絶滅 し た。

® 
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シー ラ カ ンス の化石

シ ー ラ カンス は古 生代のデボ ン紀の約

3 億5000万年前の地層 か ら発見 された も

のが一番古い とされて い ますが、 その後

今 日までほとんど進化しない まま生き続

けて きた ことで有名 です。 また 四 足動物

のなか で原 始的な両生類の祖先 に近い構

造 をもって い るこ とで、 藤盈 とともに重

要視 されて きました。 展 示には古 生代の

石炭紀、 中生代の三荘 紀とジュラ 紀の地

庖 か ら出た 化石を出品しました。 とく に

ア メ リ カ合衆国イ リ ノイ 少li のメ ゾ ン ・ ク
リ ー クの石炭紀の標 本はシ ー ラ カンス の

生まれた ばか りの幼 魚の化石で珍しい も

のです。 現在 生きて い るシ ー ラ カンス は
ら ん た い せ い

卵胎性 ですが、 すでに古 生代か らそう だ
っ た と考えられて い ます。 おなか に幼 魚

が入って い るシ ー ラ カンス の化石も見 つ

か って い ます。 なお、 シ ー ラ カンス とい

う のはシ ー ラ カンス 類の総 称の英名で、
シ ー ラ カンタ ス あるい はシ ー ラ カンサス

(Coelacanthus) とい う のは1 つの属 の

学 名です。

⑬ コ ッ コ デルマ ・ ヌ ー ダム
Coccoderma nudum Re is 
産地 ： 西 ドイ ツ、 バイ エ ルン1+1 ゾ ルンホ ーフ ェ ン
時代 ： 約 1 億 50 0 0万 年前 （ジ ュ ラ 紀後期 ）
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⑭ シー ラ カ ン タ ス ・ バンフ ェ ンシス
Coelacanthus banffensis Lambe 
産地 ： カ ナダ、 ア ルバ ー タ 州
時代 ： 約 2億48 0 0万 年前 （三畳紀前期 ）

®ラ ブ ドデルマ ・ エクシグー ム
Rhabdoderma exiguum (Eastman) 

産地 ： ア メ リ カ 合衆国、 イ リ ノイ 州 メ ゾ ンク
リ ー ク

時代 ： 約 3 位 年前 （石炭紀後期 ）

®カルデ ィ スク ト ール ・ ポ プ ロ ースム
Cardisuctor populosum Lund & Lund 
産地 ： ア メ リ カ 合衆国、 モ ンタ ナ州
時代 ： 約 3 億 2 0 0 0万 年前 （石炭紀前期 ）
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ブラ ジルの魚の化石

中生代白亜紀後半 の約 800 0万年前に浅
い海にすんでいた魚で、 プ ラ ジルの北東

部セ アラ 州から多量 に出る化石をここに
紹介 しま す。 これま でに約2 0 種が知られ

こ う り ん

ていま すが、 特 に多 いのは全骨類の硬鱗
ぎよ う ろ こ か た

魚です。 外側をおおう 鱗 が厚 く硬 く、 表
面 はつやがあって光 っていま す。 ここに
展示してある魚の中でアスヒ

゜ ドリンクス
た ん ざ く じ よ う

は体の側面 の鱗 が上下 に長 く短冊状にな

っているのが特徴です。 この仲間 は白亜

紀の地層 だけから発見 さ れていま す 。

⑰ ミ ク ロ ドン ・ ペナルヴ ァ イ
Microdon penalvai Silva Santos 
こ う こつぎよ こ う ぜんこつ じ よ う も く

硬 骨魚綱の全 骨上 目 、 ヒ゜ク ノダス目 、 ヒ゜ク ノ
ダス 科に属 し 、 体高が高 く 、 歯は大 き く 丸い。

® レ ピドテス ・ テムヌルス
Lepidotes temnurus Agass iz 
硬 骨魚綱の全 骨上 目 、 セ ミ オ ノー タ ス 目 に属

こ う り んぎよ う る こ

す る。 典型的 な硬鱗魚でひ し形の鱗が な なめ
に並ぶ。

®アス ピドリ ンクス ・ コ ム プ ト ニ
Aspidorhynchus comptoni Agassiz 
硬 骨魚綱の全 骨上 目 、 アス ピ ド リ ンクス目 に
屈 し、 体側の細長い鱗が特徴。

⑳エネルス ・ アウ ダクス
Ennelus audax Jordan & Branner 

硬 骨魚綱の全 骨上 目 、 アミ ア目 。 鋭い歯 と 大
し ん こ つ る い ぜん こ つ る い

き な 口 を も つ。 真 骨類に近い全 骨類。

⑪クラ ドキクルス
Cladocycrus sp. 

しんこつ じよ う も く

硬骨魚綱の 真 骨上 目 、 ニ シ ン 目 に属 し、 体は
細長 く 、 鋭 く 細い歯を も つ。 鱗は 円鱗で大 き
い。 オキイ ワ シに近縁。

® 







I 第VI章 新 生代 の 陸 と 悔 の 王者 サ メ

海 中をゆ うゆ うと泳 ぎまわるサメの姿
は美 しくも恐ろしくもあって 、 私達 の胸

をときめか せます。 ひ と口 にサメと言っ

て も15 メー ト ル 以上に もなる大きなもの

か ら20 センチメー トルほ どで成熟 するも

のまでい ろい ろあります。 また海 の表層

を泳 ぐ もの、 深海 に生息し、 真っ黒 で発

光器 をそなえて い るものなどさまざまで

⑫カルカ ロ ドン・メ ガ ロ ドン
Carcharodon megalodon (Agassiz) 
産地 ： ベルギー 、 ア ント ワ ー プ州
時代 ： 約 2 000万～ 1400万 年前 （第三話笛薪韮

前期）
c せき

暖海性の貝 類、 魚類の耳石 な ど と 共に発見さ
せ eついこっ

れ た。 この標 本のよ う に歯 と 脊椎 骨がほぽ完
まれ

全に発見さ れ て組み立て ら れ た も のは大変稀
である。 全長は13 メー ト ルにも 達す る。 ホ ホ
ジ ロ ザ メに近縁。

⑬ホホ ジ ロ ザ メ
Carcharodon carcharias (Linnaeus) 

も と ふ

産地 ： 沖縄県沖縄島 本部
時代 ： 現世
全長約 4 メー ト ル。 右側の顎を内部か ら見た
状態。 使用 中 の一列の歯のほかに将来生え か
わ る 歯が見えている。 ホ ホ ジ ロザ メは現在最

ど う も う

も 猪猛 な人食いザ メと して恐れ ら れ ている。
世界の暖海に広 く 分布 してい る が， オース ト
ラ リ ア 周辺に最 も 多い と さ れている。 大 き い
も のは全長 1 1メー ト ル余り に達す る 。

す。
な ん こ つ ぎ よ る い

サメは軟骨 魚類で骨 格がやわらか い軟
C ゆ ん り ん

骨でできて おり、 体の表面は楯鱗 とい う
う ろこ おお

小さい 歯のような鱗 でびっし りと覆 われ
お びれ い けい び じ よ う よ う

て い ます。 尾鰭 は異 形尾 で上葉 が大きく
か よ う

長 く、 下葉 は小さくなって い ます。 うき

ぶくろはありません。

サメの体の中で一番硬い のは歯です。

メf' . 
．ィ私

社砂 1.: 

® 

し かん

歯冠 の表面はエ ナメル質 でおおわれて い

ます。 サメの歯は化石と なって い ろい

ろな時代の地層 か ら発見されますが、 歯

の特徴を調 べるとそのサメの種類や食物

がよくわか ります。 大きな魚やクジラな

どをおそう肉 食性 のサメは大きな鋭い 歯

をもって い ます。 ネ ズ ミ ザ メ科 のホ ホ ジ

ロ ザ メ、 アオザ メ、 ネ ズ ミ ザ メなどがそ



の代表 としてあげら れます。 小さなフ
゜
ラ

ンク トンを食物とするジンベエ ザ メやウ

バ ザ メは体は巨 大でも歯は大変小さく 鱗

のように なっています。

今回展示されているカルカロドン ・ メ
ち ゅ う しんせい

ガロド ンは新生代の中新世に 最も繁栄し
せん しんせい

ましたが、 鮮 新世に 絶滅してしまいまし
た。 現在 のホ ホ ジロザ メに近いサメです。

カ ル カ ロ ド ン ・ メ ガ ロ ド ン

現在 、 世界の暖 海に広く分布 し、 ｀` 人

食いザ メ” として 恐れられているホ ホ ジ

ロザ メの祖先 に 近い仲間 です。 大きいも

のは全長15 メー ト ルに も達 したと考えら
せ き つい

れており、 クジラなど海の大型脊椎 動物

を食べていたと思わ れます。 歯は正三角
せ つ え ん

形に 近い形で切縁 はゆ るいカー ブをえが
の こ ぎ り

き、 鋸 の歯のようにぎざ ぎざ に なって
う わ あ ご し た あ ご

います。 上顎の歯は幅広く 、 下 顎の歯は
幅 がせまく てやや細 くなっています。 舌

し かん し こ ん

側面 （ 内側面 ） では歯冠 と歯根 の間 に 歯
け 9 ヽ

頸 がよく 発達 しています。 これは現在 の

ホ ホ ジロザ メの歯に はみられません。 脊

椎 骨は横から見ると、 深い溝 が前後に平
行 してたく さん並 んでいるのが特徴です。

サメの脊椎 骨数はおよそ百 から 数百 と変
異 の幅 が大きく 、 カルカロ ド ン・ メガロ

ドンの脊椎 骨数も完全な個体が発見され
て いないのでわかって いません。

⑭カルカ ロ ドン・ メ ガ ロ ドン
Carcharodon megalodon (Agassiz) 

う す い

産地 ： 群馬県碓氷郡松井田 町
ら ゆ う しんせい

時代 ： 約 1500万年前 （第三紀 中新世）
じ よ う が く し

日本で発見さ れ た見事 な上顎歯 （実 物大 ）。
せんしんせい かいせいそっ

各地で 中新世～鮮新世の海成層 か ら発見さ れ
ている 。

® 



1 第VI章 新生代 の 陸 と 海 の 王者 エ イ 一

な ん こ つ ぎ よ る い

エイはサメと同 じ ように軟骨 魚類で骨
え ら あ な

格が軟骨 でできています。 飽孔が体の腹

面にあり、 胸 びれにあたる部 分が体の左

右 に幅広くはり出しているのが 特徴 です。

ふつう体はうすく平 たくなっています。

エイも大 変大 きく、 長径が 7 メー トル を
こえ るものから数十 センチ メー トル のも

のまでいろいろあります。 歯は石だたみ

⑮プ リ ステ ィ ス・ ラ タ ミ
Pristis lathami Galeotti 
産地 ： ベ ルギー 、 プ ラ バン ト 州
時代 ： 約 5000万 年前 （第三紀始薪韮 ）なんこつぎよるい

軟骨魚類のノ
ふん

コ ギ リ エ イ 科に属す る魚の吻の
部分の化石。 平た く 長い板状の吻の両側に大

l:lf 

き く 鋭い歯のよ う な棘が並んで い る 。 これ は
強力 な武器だった と 想像 さ れ る。

のようにびっしり敷 きつめられていて、

食物をくだきます。 尾部 はひ ものように
と げ

長 くなっているもの、 短 いもの、 鋭い棘
をそなえ ているものなどが あります。 エ

イの仲間 にはシビ レ エ イのように発電器

官 の発達 しているものもいます。 生活の

しかたにもいろいろあって、 ト ビエ イの

ように海原 をゆうゆうと泳 ぎまわり、 時

には空中へ飛 び上が るもの、 また海底 の
砂 の中に半 分うずもれるようにしている
ものなどが あります。 エ イはサメの仲間
から進化してきたと考え られています。

エイの仲間 で特 に変わった形をしてい
ふん

るのが ノコ ギ リエイです。 眼 より前の吻
の部 分が 前方に長 くのびて平 たく細長 い

板 のようになり、 その左右 両側に一列 の

ノコギ リ エ イ
Pristis pectinathus Latham 

産地 ： アメ リ カ 合衆国、 フ ロ リ ダ州
時代 ： 現世
ノコ ギ リ エ イ の仲間では眼の前方に長 く 平た

ふん

い吻がのびていて、 その両側に鋭い歯のよ う
な突起がた く さ ん並んで い る 。 ノコ ギ リ エ イ
はこの長 く のびた吻 をすばや く 左右に振 り 動
か して、 獲物や敵 を傷つ け る 。 またこの吻で
海底の砂 を掘 り 起こ した り も す る。

®
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歯のような棘 がたく さん並 んで います 。
この板状 の吻 とその棘で 魚などの獲 物を

たおしたり、 吻 をはげしく 左右 に振って
海底 の砂 を掘り起 こし、 中にひ そんで い

る生物を食べたりします 。 体はふつうの

エイのよう に平 たく なく 、 むしろサ メに

近い形をして います 。

エイはふつう海 に住んで います が、 淡

⑯ヘ リ オバテ ィ ス ・ ラ デ ィ アンス
Heliobatis radians Marsh 

産地 ： アメ リ カ 合衆国 、 ワ イオ ミ ング州
し しんせい

時代 ： 約 50 0 0万 年前 （第 三紀始新世）
なんこつぎよるい

軟 骨魚類のアカ エ イ科に属す る魚の化石で 、
淡水の湖にたい積 した地層か ら 出た も の。 現
在では完全に淡水性のエ イは南 アメ リ カ にい
るこ と がわかってい る。

水 に住んで いるものもいます 。 アメリカ
し しんせい

合衆 国のワ イオ ミ ング州にある始 新世の

地層 からは大変みご とな淡水エイの化石

が出ています 。

® 
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l 第VI章 新 生代 の 陸 と 海 の 王者 カ メ と チ ャ ン プ ソ サ ウルス

チャ ンプ ソ サウルスは古 生代末から中
そ う き ゆ う る い し がく る い

生代初期に栄えた双弓 類の中 の始鰐 類の

一 種で す。 この仲間 は見かけは現在 のワ

ニ類に たいへんよく似ていますが、 まっ

たく異 なった動物で す。 むしろ始鰐 類に

最初に現われたさまざまな形態的特徴が、

現在で はワニ類に 一番多 く受けつがれて
いると言ったほうがよいで しょう。 細長

⑰エオス フ ァ ルギス ・ ギガス
Eosphargis gigas (Owen) 

産地 ： ベルギー 、 ブ ラ バ ン ト 州
し しんせい

時代 ： 約5 0 0 0万 年前 （第 三紀始新世前期 ）

と う こ っ 二•
ぁ - し そ う

い頭骨、 顎の孔 （歯槽 ） に 生えた歯、 細
ぜん し

長 い体、 背 中 に みられる骨質 の板 、 前肢
こ う し

より やや長 い後肢 がそれに あたり ます。

始鰐 類は中 生代の恐竜、 よ羹耐、 ワニ類
や鳥類の大発展 の先 がけとなった重要な

動物で す。 現在 のト カゲ ・ ヘ ビ 類やム カ
り ん り ゆ う

シ ト カゲ類 （これら を双弓 類の中 で鱗 竜
蔽 Lepidosauria といいます） の直接 の

こ う こつぎよ るい

オ サガ メ 類の 1種。 サメ の歯 化石や硬骨魚類
の化石と と も に発見 さ れ た。 全長 2. 8 メ ー ト
ルに達する ウ ミ ガメ で 、 現在生 き て いる ウ ミ
ガ メ 類 と は異 なり 、 籠仕 と ほ ぼ同 じ大き さ の

® 

祖先で す。 チャ ンプ ソ サウルスは始鰐 類
の新生代初期の生き残り と考えら れます。
白亜紀 末の ｀｀ 大最 絶滅” を切り ぬけ、 ワ
ニ類やム カシ ト カゲ類ととも に 新生代ま
で 生き 残り ました。 しかし、 新生代の初

めに短 期間 だけ生きていただけで 、 間 も

なく絶 滅してしまいました。

う しろ ひれ

後鰭を も っている。 また 、 現在のオ サガ メ は
こ う ら

甲 羅の骨ははほ と んど退 化 し て しまっている
が 、 こ のエ オスフ ァ ルギス ・ ギガスはウ ミ ガ
メ 類 と 同 じ よ う に 甲 羅の骨を も って いた。
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⑱チ ャ ン プ ソ サウルス ・ ド ロ ーイ
Champsosaurus dolloi Sigogneau-Russel 
産地 ： ベ ルギー 、 エ イノー州

ぎよ う しんせい

時代 ： 約6 0 0 0万 ～ 550 0万 年前 （第三紀暁新世）

し が く る い

始鰐類 （チ ャ ン プ ソ サ ウ ルスの仲間 ）

の系統

始鰐類は古生代末か ら 中生代初期に最 も 栄
そ う き ゆ う る い は

えた最初の双弓類で古生代に栄えた原始的爬
孤禎

＇
ガヽ ら 中 生代に繁栄した恐竜 な ど のよ う な

中生代型爬虫類への移行群である 。 また、 伍
,， ゆ う る い

竜類 （ム カ シ ト カ ゲ類、 ト カ ゲ ・ヘ ビ類） の
直接の祖先で も あ る 。 始鰐類は約 2低3 0 0 0万

お と ろ

年前の三昼紀後期に なる と 衰えたが、 その後
も わずかに生き残 って、 新生代初めのチ ャン
プ ソ サウ ル ス を最後 と して絶滅した。

また、 始鰐類 に ついては双弓類の中のよ り
そ う し る い り ゆ う ばんる い ち ょ う ばん

進 化 した仲間、 槽歯類、 恐竜の竜盤類 と 鳥盤
る い よ く り ん う る い し ゆ り ゆ う る い

類、 粟竜類、 ワ ニ類 な ど の主竜類 をも 含む双
弓類全体の祖先だ と い う 説 も あ り 、 まだ結論
は出 さ れてい ない。 も しこの考えが正 し け れ
ば、 チ ャンプ ソ サウ ルス を含む始鰐類は、 化
石爬虫類のなかで恐竜 をはじ め と する 中生代
陸上爬虫類 （双弓類） 全体の祖先 と い う こ と
が で き る 。

® 



1 第VI章 新 生代 の 陸 と 悔 の 王者 ヵ イ ギ ュ ウ （海牛）
― -

水中生活者
カイギュ ウ 類は、 みかけ は小型の ク ジ

ラに似て水中生活をしていますが、 まっ
た く 別の独立したグルー プで、 現生種で
は唯一の水生植物だ けを食物とする羅麗
る い

類です。
カイギュ ウ 類の骨格で 目 につ く のは非

ろ つ こ つ ふん ぶ

常に太い肋骨と独特な吻部 （ く ち さき）
の曲り方でし ょ う 。 肋骨が特に 目 立つの
ですが、 それだ け ではな く 、 骨格全体が
骨太にできているのです。 これは水中で
のエ ネ ルギー 消費を少な く するための適

応のひとつで、 体全体の比重を水のそれ
に近づ け る役 目 をはたしていると考えら
れています。 そして胸の筋肉をひきしめ
る ことによ って自由自在に特定の比重に
調節し、 静かに垂直に潜水する こと も で
きます。

体を水平に保つため のいろいろ な適応
がみられますが、 逆に体 が水平であるた

え さ

め に、 ど こに生えている植物を餌にする
かによ って吻部 （ く ち さき） の曲り方に
違いがでてきます。 海底に生えている短
い海草を主に食べている ジュゴ ンなどは、
強 く 下に曲っていますし、 逆に曲りの弱
い種類は水に浮いているか、 水面の近 く
にある植物を食べる習性を も っています。

う わあ ご し た あ ご

カイギュ ウ 類はみな上顎・下顎と も 先端
部に じ ょ う ぶなパッドがあり、 も のをつ
かむ ことのできる上 く ち びるとと も に、
餌になる水生植物をひっぱって 口 に運ぶ
役 目 をします。

進化
カイギュ ウ 類はおよ そ5000万年前、 陸

ゆ う て い

上にいた原始的な有蹄類 （ひづめ を も っ

® 

か せつ

動物） である裸節類を祖先として進化し
てきたと思われますが、 く わしい ことは
まった く わかっていません。 みかけの姿

ち ょ う び も く

はずいぶん異なりますが、 ゾ ウ （長鼻 目 ）
い わ だ ぬ き

やハ イラッ ク ス （岩狸 目 ）、 デスモスチル
ス ｛東宜

う

目 ） などに近縁と考えられてい
ます。

ジ ャ マイカからみつかったプ ロ ラス ト
ム スには耳の付近の骨の構造や、 首の骨

ふん ぶ

に慄節類との類似が見られる一方、 吻部
（ く ちさき） のふ く ら みや匝みを増した

き ゅ う し

頭骨， 臼歯の形などにカイギュ ウ 類の祖
先としての特徴が現われています。 プ ロ
ト シ ー レンは も う 少し進化した種類で、
ジ ュ ゴ ン科とマナティ ー科の祖先として
の特徴を も っています。 マナティ ー 科は

小型で原始的な特徴を残したグルー プで、
こ う しんせい

更新世に北米やア フ リ カに分布を広げる
し しん せ い

までは、 始新世以来ずっと南米に限定さ
れていました。 ジュ ゴ ン科は も っと も 発
展したグルー プで、 第三紀の間は主に熱
帯 ・亜熱帯地域に分布していました。 そ
の中心となったグルー プはハ リ テ リ ウ ム
亜科で、 それから ジ ュ ゴ ン亜科と ヒ ドロ
ダマ リ ス亜科が分化しました。 ステラー

カイギュ ウ は寒帯の海に適応した唯一の
カイギュ ウ です。 ミ オシ ー レン亜科は他
のグルー プとはだいぶ異なった種類です。

歯の進化
プ ロ ラス ト ム スや プ ロ ト シ ー レンなど

の初期のカイギュ ウ 類は4 8本の歯 （歯式
く歯の種類 ご と の 数を表わす式〉 ： 3 .

1 · 5 · 3 / 3 · 1 · 5 · 3 ) を も って

いま し た。 ま も な く その数をへ ら す方向
に進化しましたが、 一対の上顎の前歯は



⑲ ミ オシー レ ン ・ コ ッキ
1'.1iosiren kocki Dollo 

産地 ： ベルギー 、 アン ト ワ ー プ州
ち ゅ う しんせい

時代 ： 約2000万～1400万 年前 （第三紀中新世
前期）

短い牙 と して多 くのジュゴン科 の仲間 に
残っています。

ハ リテ リウ ム亜科 の仲間 は、 ふつう顎
し かん

の奥 の方に歯冠 の低 い原 始的な歯を各 4

本（上下左右合 計16本） もっ ていましたが、
ジュゴン科 の他の亜科 はいろいろと特殊
化 しま した。 たとえば、 ミ オ シー レ ンの

いちばん奥 の歯は単純 な棒状に退 化しま
し こ ん

したし、 ジュゴンはおと なになると歯根
もエナメ ル質 もない歯が奥 の 方に 2 本

（合計 8 本） だけになってしまいます。

ステ ラー カイ ギュウ ではついに歯は1 本
もなくなってしまいま した。

逆にマ ナ テ ィ ー 科の仲間 は、 中新 世後
期ごろまでにハリテ リウム ぐ らいのレ ベ

ルまで歯を減少 したあと 、 それまでいちe ゅ う し

ばん奥 に位置 していた歯（第 3 臼 歯） の後
ろに次 と々歯を追加 するという、 歯の摩

も う

耗 に対する独特 の方法 を発達 させました。
つまり、 すり減ったいちばん前の歯が前
方から脱落 すると 同 時に歯列全体が前に

移 動し、 いちばん奥 iこ新 しい歯がはえて

‘ ,ノ図疇幸田冨（
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くると いうわけです。 そしてこの生えか

わりは一 生続 きます。 この歯の生えかわ

り方はよくゾ ウ の場合 ( 89頁参照） と 比

べられますが、 同 じではありません。 つ

まり、 ゾ ウ の場合 は一 生の間 に上下左右

それぞれの顎に6 本というきまった数だ

け生えかわる のに対し、 マ ナ テ ィ ー の場

合 は、 ゾ ウ の場合 のいち ば ん 後 ろ の 歯

（第 3 臼 歯） の後ろに、 一 生のあいだ 必

要なだけ追加 されるのです。

ミ オ シ ー レン

ミ オシ ー レ ンはミ オ シ ー レン亜科 を構

成 する唯一 の種類で、 かなり特殊 化して
き ゆ う し

いました。 上顎 のいちばん奥 の臼 歯は棒

状に退 化し、 残りの臼 歯のかみ合 わせ面

の変 化と 厚 くなったエナ メ ル質 から考え
え さ

ると 、 ミ オシ ー レンは貝 類を主 な餌とし

て いた可 能性が考えられます。

日 本産化石
日 本のカイギュウ 類の化石は、 1970年

に長野県 から 報告 されたヒ ドロダマ リス
ろ つ こ つ

類の肋竹 が最初の発見 でした。 その後、
ヤ マ ガ タ ダイカイギュウと名 づけられた

ほぼ 完全な骨 格が197 8年 に山 形県 でみつ
かったのをはじめとして、 北海道 の滝川 、

札幌郊 外、 福 島県 などからここ数年 の間
にカイギュ ウ の化石が次々と 見つかって
います。

® 
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®バラ エ ヌ ラ ・ バラ エ ノ プ シ ス
Balaenula bal匹nopsis Van Beneden 

産地 ： ベ ル ギー、 ア ン ト ワ ー プ州
せんしんせい

時代 ： 約500万～200万年前 （第三紀鮮新世）

--前顎骨

---/」-- -- , -— ,． • 9 
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前頭骨
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バラ エ ヌ ラ ・ バ ラ エ ノ プシス (Balacnula balaenopsis) の骨格図 ( Van Beneden , 1878 よ り ）
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ク ジ ラ の進化
し し んせ い

ク ジラの仲間は始新世の初め ごろ （約
ゆ う6000万年前）、 ひ づ め をもつ 原 始 的な有

て い か せ つ も く

蹄類 （裸節目） の一群 （ メ ソ ニックス類）
から進化 してきたと考え られています。
陸上の四足動物が完全な水中生活に適応
するに は、 体のつくりをいろいろ変化さ
せる こ とが必要で し た。 人間も水中で音
を聴く こ とはできますが、 聴 こ え てくる
方 向を知る こ とはできません。 ク ジラは
水 中でも音の方向を区別できる独特の耳

ひれ

を発達させま した。 流線形の体、 鰭の役
ぜん し

目をする平たくなった前肢、 水平に広が
った独特の尾、 青位 （ない種類もある）
な どは水中を上手に泳 ぐための適応形態
です。 また外からはよくわかりませんが、
骨にもいろいろとクジラだ け にみられる
特殊化があります。 そのひとつにテ レス

と う こ っ ,.. ん し ゆ く

コ ー ヒ゜ ングとよばれる頭骨の短縮があり
ます。 ク ジラ類の頭は、 図でもわかるよ
うに、 体の長さに比べて決 して小さくあ

あ ご

りませんが、 長いのは顎の部分の骨ばか
と う ち よ う ぷ

りで、 それ以外の頭の骨 （特に頭頂部の
骨） は極端に短縮 しています。

ク ジラは大きく 3 つのグルー プに分け
げんげい あ も く

られます。 まず原鯨亜 目 というのは原始
的な絶 滅 し たグルー プで、 テ レス コ ー ヒ°

ングはまだあまり進んでおらず、 各骨の
接合の し かたは祖先の陸上動物と同様で

あ な が い び こ う

す。 鼻の孔 （外i：l孔） は頭骨の中 ほ ど か、
それより前にありま し た。 歯は祖先であ

か せ つ

る裸節類と同様44本が基本になっており、

し こ ん

奥の方の歯には複数の歯根があります。
次に ヒ ゲ鯨亜目は原鯨亜 目 か ら進化 した
グルー プで、 歯を失って ’'クジラ ヒ ゲ”

をもった仲間です。 こ の ヒ ゲ は上顎に は
せんい じ よ う

え た繊維状の細管で、 そ の 末 端 は ほ つ
れて互いに織り合わさり、 あみの 目 のよ
うになっています。 こ れ で 魚 や 小 さ な
こ う か く る い t さ

甲 殻類な ど の餌をとらえ ます。 上顎の竹
は板のように横に広がるか、 弓なりにわ
ん曲 して ヒ ゲを支え ています。 テレス コ
ー ヒ゜ ングをお こ していますが、 上顎の骨

じ よ う が く こ つ こ う と う こ つ

（上顎骨） が頭の後面の骨 （後頭骨） に
が い び こ う

とはありません。骨の外鼻孔（鼻接する こ
がと がん か

の孔） は眼球の入る位置（眼窃）の前にあ
り、 体の外にも孔は 2 つあいています。

が じ ら 1 ,fんげい

最後の歯鯨亜目はやはり原鯨亜目か ら 進
化 した歯をもったグルー プで、 テレス コ
ー ビ ン グをお こ して、 多くの種類では上
顎骨が後頭骨と接するほ ど後ろにのびて
い ま す。 古い化石では歯は基本数の44本
のものもありますが、 現生の種類では増
減が著 しく、 少ないものは 左右の下顎に
1 対のみ （ アカボ ウクジラ） から、 多い
ものでは 200 本以上 （ハ シ ナガイルカな
ど） になる種類もあります。 化石の中 に
は複数の歯根をも っ た種類 （ ス クア ロ ド
ン な ど）もありますが、現在生 き ているも
のでは、 歯 は どれも単純な円すい形で歯
根はみな1 本です。 骨の外鼻孔は頭の頂
上近くに移動 し、 2 つありますが、 途 中
で合流 し体の外には 1 つ しかあいていま
せん。

バラエ ヌ ラの属する セ ミ ク ジラ科は、
ヒ ゲ鯨亜目のうち上顎の骨 （上顎骨と前
顎骨） の幅がたいへんせまく、 弓なりに
わん曲 しているのが特徴で、 こ の部分の
下に長い ヒ ゲがはえ ています。 テレス コ
ー ヒ゜

ングをお こ しているものの、 上下の
顎の骨が極端に長くなっているので、 頭
の部分全体では全長の 3 分の 1 に達する

® 

ち ゅ う しんせい

種類もあります。 セ ミ ク ジラ科は 中新世
の初め ごろ （約2500万年前） に、 ケ ト テ
リ ウ ム の仲間から進化 し たと考え られて
います。

フ ィ セ テ ルラとスカルデ ィ ケタ スの属
は く じ ら

するマッ コ ウ クジラ科は歯鯨亜目の中で
はいちばん大きいク ジラを含むグルー プ
で、 最大20メ ー ト ルに な るものもありま

す。 上顎の骨はやや幅広い長い板状で、
その上に脳油とよばれる体油をため てお
く部分があるため、 前頭部が巨大になり、
頭の部分を外から見ると骨の形とはまる
で違った形になっています。 下顎は上顎
に比べてたいへん細長く、 片側に15~30
本 ぐらいの歯をもっています。 上顎の歯
は多くの場合退化 して見え ません。 首の

け い つ い

骨 （頸椎） はいちばん前の 1 個が分離 し
ているほかは、 残り 6 個ともみなく つ つ

かたま り

いて 1 つの 塊 にな っ ています。 マッ コ

ウ クジラ科も中新世の初め ごろ （約2500
万年前） に出現 し、 ほ ぼ世界中 で化石が
みつかっています。

日本には中新世中期以降、 浅海でたい
租 し た地阿 が広くみられ、 ク ジラやイル
カの化石が多数発見されています。 残念

サ き つ い こ っ

な こ とに大部分は断片的な脊椎件 （せぼ
ろ つ こ っ

ね） や肋骨である こ とが多く、 種類の決

定ができないものが少なくありません。
しか し 、中 に は1甘格の大部分 （秋田県、 東
京都な ど） や、 ほ ぼ完全な頭骨 （岩手県
な ど ） も見つかっています。 最近、 北九

ぜん L ん せ い

外lの漸新世後期 （約3000万年前） の地肘
か ら 何種類もの原始的なク ジ ラ （スクア
ロ ドン、 ア ゴ ロ フ ィ ウ ス科の仲間な ど ）
が見つかっており、 いずれも日本では初
め ての種類ばかりです。
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.l9, ⑪ ス カルディ ケ タ ス ・ カ レテ ィ
Scaldicetus caretti du Bus 

産地 ： ベ ルギー、 アン ト ワ ー プ州
ら ゆ う しんせい

時代 ： 約 2 0 0 0万～ 14 0 0万 年前 （第三紀 中新世
前期）

部位 ： 歯

⑫フ ィ セテル ラ ・ ド ゥ ブシ ー

Physeterula dubusi Van Beneden 
産地 ： ベ ルギー、 アン ト ワ ー プ州

ち ゅ う しんせい

時代 ： 約 2 0 0 0万～ 14 0 0万 年前 （第三紀 中新世
前?JJ) と う こ っ

部位 ： 上顎を除 く 頭 骨 と 下顎
上顎の骨がこの化石では欠 けてい るが、 本来
は下顎に対応した長 さ の上顎があったはず。

ク ジ ラ の頭骨に見 られる進化の段階
A メ ソ ニック ス 類の一種 アプ テ ロ ド ン

!fんIfい あ も く

B 原鯨亜 目 の一種 プ ロ ゾ イグ ロ ド ン
は く じら

C 歯鯨亜 目 の一種ケ ン ト リ オ ド ン
く じら

D ヒ ゲ鯨亜 目 の一種ペ ロケ タ ス
と う こつ

の各頭 骨。 いずれ も 上面か ら 見た と こ ろ。
E マッコ ウク ジ ラ の頭 骨 と 脳油の位腔

ぜんが く こ っ び こっ

右側か ら 見た と こ ろ。 前顎 骨 と 鼻 骨はあ る
じ よ う が く こつ

が上顎 骨にか く れ て見 え ない。

A B
 

c
 

E
 

せん力 9 ：っ

前顎骨
し、う か（ こつ

上．顎骨
v ：っ

鼻骨
こう と う こつ

後頭骨
のう ゆ

脳油

口

． 
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クジ ラの仲間 （鯨 目 ） の系統図
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シカの仲 間 に は多くの種類があり ま す。
彼 ら はキ リ ンの祖先と同 じ仲間から進化

ち ゅ う しん

し ま し た。 正 確には約2500万年前の 中新
せい

世の初め ご ろ 、 プラス トメ リ ック ス を含

むパ レオメ リックス 類から進化 してきた
と考え られて い ま す。 パレオメ リ ック ス
類は、 4 つに分かれた胃を も っていて、

はんすう

真に反絢をする最古の動物の 1 つです。
つの

初めの ころ は、 角 をま ったく も って いな
いか、 単 に二 ま たに分かれただけの単純
な形を して い ま し た。 ただ し、 中にはふ
ち に突起のついた皿形の板が短い棒の上
にのったような形の角 を も った ス テ フ ァ
ノ ケ マ ス という種類 も い ま した。 シカ類

せ ん し ん せ い こ う しんせい

は鮮新世 • 更新世を通 じて多種多様な仲
間が急速 に 分化 したため、 祖先 ・ 子孫の
関係を明 ら かに する ことがむずか しく、
わ か ら ない ことが多く残されてい ま す。

シカ類は多くの種類に分かれて い ま す
が、 その歯は ど れ も たいへんよく似て い
ま す。 どの種類 も 森林での生活によ 四 翌
している ことを示す比較的原始的な歯冠
（歯 ぐきより上 に 出ている部分） の低 い

げつ じよ う し

月 状歯を も っており、 区別がとて も むず
か し いのです。 それで シカ類の分類は一

般に角の形で行なわれま す。
は ん 十 う

反彿をする動物の多くは い ろ い ろ な形

シ カ 類の系統図
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の角を も って い ま す。 ひとくち に角とい
って も、 その性質の違い によって大きく

3 種類に分けられま す。 第一のグルー プ

は ウ シの角のように中心に頭骨の一匝笠
か く しん

のぴた角心があって、 その ま わりに角質
のサ ヤ がかぶって い る も ので、 ホ ー ンと
い い ま す。 第二のグルー プはキ リンの角
で、 頭骨の一部が も りあがった角心に皮
廣がかぶって いて、 一生その ま まの も の。
第三のグルー プは シカの角のよ う に角全

体 が毎年生え かわる も ので、 ア ン ト ラー

とよばれ ま す。 これは頭骨の一部が成長
して、 4 ~ 5 カ月 後 に成長 がとまった後、
お おって いた皮約 がとれ、 骨質の角 が直

接外に出ま す。 そ して、 その下から次の
年の角 ができは じ め ると、 古い角は落ち

るのです。
こ う し ん せ い

オ オ ッノジカは 更新世に生きていた動

物のうちで、 マンモ ス とと も に、 も っと

も 魅力的な動物の 1 つといって も よいで

し ょ う 。 更新世の中 ご ろ に出現 し ま し た

が、 は じ め の ころ は小型で、 角 も 後 ろ に
ペつ あ しゅ べ つ し ゆ

広 がっており、 別亜種 ま たは別種と して

区別され ま す。 更新世 も 後期の種類では

角 は左右に広がり、 そのさ し わた し が 3

メ ー ト ルを こえ るのがふつうで、 中 に は

4メ ー トルになる も の も い ま し た。 角 は

異常に 大きいように も みえ ま すが、 現在

の シカの体と角の大きさの関係から考え
られる限度を越えてはい ま せんので、 異
常とい う わけではないのです。 それに し
て も 両方で40キ ロ グラム も ある角 を毎年

成長させるのは、 大変な エ ネ ルギー が必
要だった ことで し ょ う。

角の ほかに も う 1 つの特徴と して、 時
し た あ ご

代とと も に下顎の骨の厚さが増 し た こと

があげられま す。 初め はふつ う の シカの

ように縦長だった顎の断面が、 その末期
ご ろ には円形に近 く なってきま し た。

オオ ツノジカはヨ ー ロ ッパか ら ア ジ ア

北部にかけて広く分布 して い ま し た。 中
国で見つかっている化石は異なった形の

角 を も っており、 別の種類か も し れ ま せ

ん。 大部分は氷河期の終り（約 1 万年前）
とと も に絶滅 し ま し たが、 黒海付近では
2500年前 ぐ ら い ま で生きていたら し いと
いわれて い ま す。

日 本にはやはり同 じ ころ （更新世後期）
に ヤベオオ ツノジカとい う 種類が い ま し
た。 ヤベオ オ ッノジカは ヨ ー ロ ッパのオ
ォ ッノジカより体が小さく、 角 も ずっと

し よ う じ よ う

小型で、 角の板状の部分 （ 掌 状 部） か
らのびる指状の枝 が短い種類です。

鮮
ー

中
新
世

2500万年前

漸
新
世
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®オオツ ノ ジカ
Megaceros giganteus Blumenbach 

産地 ： ア イル ラ ン ド
こ う しん曾い

時代 ： 約 7 万年前以降 （第四紀更新世後期）
こ の骨格は数頭分の骨で組み立て た も の。
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ゾ ウ 類は現在ではわずか2 種類しか生

き て いませんが、 地質 時代にはい ろい ろ

な種類がい て 、 400 0万年以上にわたる 長
ち ょ う

い 歴史をもって い ます。 ゾ ウ の仲間 （長
び も く し しん せ い

必 目） の最古 のものは、 始新世後 期の小

馬 ぐら い の大きさのメリテリウム 類とい

われて きましたが、 最近 はもっと古 く、

バ リテリウム 類ではない かとい われて い
あ も く

ま す。 い わゆ る ゾ ウ 類 （ ゾ ウ亜目） の直

接 の祖先 はパ レ オ マス ト ド ンやフ ィ オ ミ

アで、 およそ3 8 0 0 万年前のエジプ ト にす

んでいました。 その後多 くの種類に分化

し 、 歯にもいろい ろな形のものが現われ
し かん

ましたが、 その多 くは歯冠 の低い 歯をも

って い ました。

マンモ スをふくむ真 のゾ ウ 類（ ゾ ウ科）
ち ゅ う しんせい

が出現したのは中新世後 期 （約 700 万年
こ う しんせい

前） ですが、 彼 ら が発展 したのは更 新世

になって から でした。 ゾ ウ科 になって は
し かん

じめて 歯冠 の高 い 歯が現われました。 ゾ

ウ科 に含 まれる ゾ ウ はふつう 上下左右 の
あ ご ぜ ん き ゆ う し

各 顎に、 前臼 歯3 本 と臼 歯3 本合計 6 本
の歯をもって いますが、 これら は一度 に

生える のではなく、 成長 する にしたがっ

て 1 本 ずつ後 ろから 生えて きて 、 すり 減

ゾ ウ 類 （長鼻 目 ） の系統図

った前の歯を前方におし出すという 尿箪

妥釦 ょ ば れる 方法 で生えかわり ます。

この水平交換 と高 い 歯冠 は、 ともに食物
ま も う

による 歯の摩耗 に対 する 生物の適応 進化

のみご とな例 でしょう 。

マンモ スは別 名ウー リー マンモ スとも

よば れる よう に長 い毛 におおわれ、 篠俗

気候 に適応 したおそら く唯一 のゾ ウ 類で
え い き ゆ う と う どそ う

す。 シ ベ リアの永久凍土層 から 見 つかる

冷凍マンモ スは、 よく知ら れて います。

マンモ スは更 新世の後 期 （約15万年前）

になって 初めて 現 わ れ、 氷河 期 の 終 り

（約 1 万年前） とともに絶滅 しました。
しかし、 その間 、 いわゆ る ウルム 氷 期の

間 には北半 球北部に広く分布 し、 西 ヨ ー

ロッ パ から シ ベ リア、 ベ ー リング海峡 を

こえて 北 アメリカ北西部にまで分布 して
いたことがわかって います。

え り もみ さ き

日本 では北 海道 の襟裳岬 の近 くから 臼
歯が2 つ見 つかったのが唯一 の産出記録

です。 しかもそのう ちの1 つは火事 で失

われ、 残 り の1 つが国立科学 博物館に保

管 されて い る のみです。

長 い毛 、 カー プ した長 い牙 、 こぶのよ
と う こ つ

う なでっぱ り のある 高 い頭骨、 隆起 した

· 
-’·＇ ・·- ・ ‘ - 9 ~．胃
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肩 とその後 ろに続 く傾斜 した背 、 熱 の発

散 を少 なくする ための小さな耳 などの特

徴のほか、 厚 さ 8. 5 セ ンチ メー トルにも
ひ か し ぼ う

達 する 皮下脂肪府 は、 寒冷 地に適応 した
マンモ スのもう 1 つの特徴です。 マンモ

スや毛 サイの赤茶色の毛 は本 来の色では

なく、 色素 が化 学変化を起 こした結果 だ

ろう とい う 説 を唱 える 学者もい ます。
マンモ スは同 時代に生きて いた人類の

重要 な獲 物でした。 単 に肉を食料 にした

ば かり ではなく、 ソ 連のメジリチ の遺 跡
さ く

では、 マンモ スの牙 や骨で 作った家や柵
もみつかって います。 マンモ スがなぜ 絶

滅 したかという 点 につい て は二通 り の考
え方があり ます。 1 つは、 ウルム 氷 期の

かん しんせい

終り ご ろから 完 新世の初めにかけて 気候

変動が激 しく、 その変化 に対応 できなか

ったためとする 説 です。 もう 一 方は、 人

類が狩 り つくして しまったとする 説 です。

い ずれにして も、 マンモ スとほぼ同 時に

絶滅 した毛 サイ、 ホ ラ アナグマなどに限

ら ず、 多 くの更 新世型 動物の世界的な絶
滅 とあわせて 考える 必要 がある でしょ う 。
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第 VII章 べ ｝レ ギー 王立 自 然科学 博物館

ベルギー 王立自然科学博物館
の歴史

ベ ルギー 王立自然科学 博 物 館 の 歴 史
は、 ベ ルギーが1830年に独立する前のオ
ース ト リ ア統治下で始ま り 、 フランス、
オ ラ ンダの 占領時代にまでさかのぼ ります。

オー ス ト リ アの マ リ ア ・ テ レサ女帝の
代理 人であり、 1744年か ら 南部 オランダ
の統治者であった ロ レ ー ヌ の シ ャ ルル王
子は、 ブ リ ュッ セ ルのナッ ソ ー城に物理
学と 自 然史の コ レクシ ョ ンを 始 め ま し
た。 また、 こ こ には美術品や有名 な画家
の絵画、 礼服、� 勲章、 その他骨葉品など
も 集め られま し た。 1769年には ロ レ ー ヌ
の シ ャ ルルの全権大使であ り 、 かつ片腕
であった コ ベン ツの シ ャ ルル伯爵が 「文
芸協会」 の基礎を築きました。 その後、
マ リ ア ・ テ レサ女帝が、 こ れを 「科学・
純文学協会」 に育てあげました。 彼女の
後継者である ヨ セ フ II 世王は、 彼女の死
後、 ロ レ ー ヌ の シ ャ ルルの コ レク シ ョ ン
の一部を購入するため の賓金を協会に寄
付しました。

フランスの 占領下では、 プ リ ュッ セ ル
はフランス共和国の行政区の主要都市と
な り ました。 フランスが侵入し、 次々と
コ レ ク シ ョ ンを持ち出してから 3 年後の
1797年に、 「 国民公会」 は プ リ ュ ッ セ ル
に 「中央学校」 を設立し、 そ こ には植物
園と物理学 コ レクシ ョ ンが設 け られまし
た。 また、 そ こ に 「科学・純文学協会」

の コ レク シ ョ ンの う ち、 残っていた も の
すべてが集め られ ま し た。 1802 年 に は

「中央学校」 の廃止が決まると、 プ リ ュ
ッ セ ル市は管理者に自然史研究者のアド
リ アン・ドゥカンを任命しました。 コ レ ク シ
ョ ンは1811年に収集整理され、 1814年に
は一般に公開されるよ う にな り ました。

1815年か ら 1830年の間に、 コ レ ク シ ョ
ンはオランダ統治下にあ り 、 かな り 充実
してきました。 こ れはオランダ国王 ウ ィ
リ アム 1 世の寛大な取 り 計らいによる も

ので、 オランダとその植民地との結びつ
きによる も のです。

独立後の1842年にベ ルギ一国家は コ レ
ク シ ョ ンを買い取 り 、 1846年には王立自
然史博物館が誕生しました。 その後次の
7 人の館長に引き継がれ、 今 日 に至って

います。

ベルナール ・ デュ ・ ビ ュ ス ・ ド ・ ジゼ ー ニ
ェ （子爵） （1846--1867) 

島類， 哺乳類， とくにアン ト ワ ー プ周
辺の要塞工事中に発見された鯨化石の収
集に努力 し た。

エ ド ゥ ア ー ル ・ デ ュ ポ ン (1867-1909)
ベ ルギー 国内の系統的な調査を開始し

た。 有名なベ ルニサー ルのイ グアノドン
の発見はデュボンが長期間に亘 っ た館長
在任中の出来事で、 こ の発見によ り ナッ
ソ ー城か ら 今 日 の場所である レオボ ルド

公園への王立博物館の移転が必要となっ
た。 こ の新しい場所には、 当 時宗教団体
がお り 、 狭す ぎて適当ではなかった。 し
か し 、 国王 レ オ ボ ルドI1 世の洞察力のあ
る強力な 口 添え のおかげで、 ベ ルギー政
府は研究室や作業場 と と も に古生物学と
動物学の標本庫の建設を命 じ た。

ギ ュ ス タ ー ブ ・ ジル ソ ン (1909-1926)

博物館の組織を確立した。 また、 ベル
ギーの海岸地域や中央アフ リ カの大きな

ベルギー王立自然科学博物館の正面玄関

⑲ 

湖の学術調査を開始した。
ビ ク ト ー ル ・ ヴ ァ ン ・ ス ト レー レ ン (1926

-1954) 

博物館組織の充実と博物館の増築に努
力 し、 学術調査を推進した。 また、 研究
者と研究部門の数をふやした。 1948年に
は博物館の名称を王立自然科学博物館と
改めた。 彼は多くの研究室や標本庫のあ
る建物を新たに建設し、 図書館を高い水
準にまで発展させ、 研究所をす ぐ れた組
織力でまとめた。 彼の業績によ り 、 本研
究所は世界で も 有数の博物館の一つにな
った。 また、 イ ンドネ シ アや中央アフ リ

カの学術調査や海洋の学 術 調 査 を 組 織
し、 コ ン ゴ （現ザ イ ー ル） 国立公園を創
立しその長となった。

． 



ベルギー王立自然科学博物館の館内風景

ベルギー王立自然科学博物館のイグアノ ドンの産状展示
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ユー ジ ン ・ レルー (1954-1958)

新しい研究室や標本庫の充実を指揮し
た。

ア ン ド レ ・ カ パール (1958-1979)

研究者が倍増し た 「黄 金 の 60 年 代」
に、 博物館長であった。 特 に発展途上国
での多 く の学術調査を指揮し、 博物館の
高額な研究機器や コ ン ピュータ ーを整備
し、 生物測定学、 生態学、 水生生物学や
海洋学の研究を推進した。

グザ ビエ ・ ミ ゾン ヌ (1979ー現在）
余暇時間の長期化している今日， ベ ル

ギー 国民へのサー ビスの向上、 将来への
責務と、 自然史博物館の活動との調和に
尽力した。 このような背景の も とに新し
い建物の建設、 展示会場の増設と改築 に
当 たった。 その結果、 予定されたスペ ー

スの展示が完成する前 に、 建物が次々に

建設されるという早さで博物館とその組

ベルギー王立自 然科学博物館
グザ ビエ ・ ミ ゾ ンヌ館長

ベルギー王立自然科学博物館
ポール ・ サル ト ナール古生物部長

織が拡充された。 ベ ルギー 国内、 国外で
の特別展を開催する こ となどに より、 一
般の人々との関わりがより親密な も のと
なってきた。

ベ ル ギー 王立自然科学博物館の活動概況
0 化石および現生動物と化石植物の系統

分類学的研究
0 脊椎動物の生態学的研究 （病原菌の伝

播媒体となる留歯類の移動と凡類の渡
りの研究 も 含む）

0 古代人の遺物の研究
0 ベルギ ーの人 口 統計学
0 地府の層序区分と国際対比の研究。

と く に、 ク ビニアン、 フラス ニアン、
フ ァ メ ンニアン、 ト ー ルネ シ アン、 ビ
ゼアン、 マス ト リ ヒ シ アン、 モ ン シ ア
ン、 ランデニアン、 イプ レ シ アン、 ル

ペ リ アンで、 そのうちベルギー国内 に

＠ 

模式地があって国際対比に重要な地質
年代区分である階の研究。

0 以下の方法で得られた資料の整備、 管

理、 研究。
・ ベ ルギー 国内での発掘、 表層地質調

査、 ボ ー リ ング、 お よ び 淡 水 ・ 汽

水 • 海水 域での資料採集。
• 発展途上国への援助を目的とした、

ア フ リ カ 、 ア ジ ア、 南アメ リ カ での
科学協力や国際 プ ロ グラムの海外学
術調査。

0常設および仮設展示、 または地方博物
館設立の援助 による教育普及活動。

0 自然環境、 と く に特別保護区の保護。
（ボ ー ル ・ サル ト ナ ー ル）

鳥の標本を整理中の研究員



HISTORY OF THE ROYAL INSTITUTE OF NATURAL SCIENCES OF BELGIUM 

Before the independence of the coun­
try in 1830, the history of the Royal Institute 
of Natural Sciences of Belgium began in the 
Austrian reign and continued during the 
periods of French and Dutch occupation. 

Prince Charles of Lorraine, represen­
tative of the Empress Maria Theresa of 
Austria and governor of the southern 
Netherlands since 1 744, set up collections of 
physics and natural history in the Nassau 
Palace, Brussels. Here, also, were gathered 
works oi art, paintings of the masters, uni­
forms, medals, and other curios. ln 1 769, 
Count Charles of Cobenzl, minister pleni­
potentiary and right hand of Charles of 
Lorraine, laid the foundation of the "Societe 
Litteraire". The Empress Maria Theresa in 
turn promoted this to the rank of "Academie 
des Sciences et des Belles-Lettres". Her 
successor, the Emperor Joseph II endowed 
the Academie with enough money to allow 
for the acquisition of part of Charles of 
Lorraine's collection after his death. 

Under French occupation, Brussels 
became the chief town of a department of 
the French Republic. In 1 797, three years 
after the French invasion and the concomi­
tant looting of the collection, the "Conven­
tion Nationale" established in Brussels an 
"Ecole Centrale". This was provided with a 
botanical garden and a collection of phy­
sics. Here were assembled all that remained 
of the collection of the "Academie des 
Sciences et des Belles-Lettres". In 1802, 
when _ the decision was made to suppress 
the "Ecole Centrale", the city of Brussels 
appointed the naturalist Adrian Dekin as 
the keeper. The collection was acquired in 
181 1 and made available to the public 
in 18 14. 

From 1815 until 1830 the collection 
became considerably richer under the 
Dutch regime, thanks to the liberalities of 
William I, King of the Netherlands and to 
the connections of that country with its 
colonies. 

In 1842, the Belgian State bought the 
collection, and in 1846, the Royal Museum 
of Natural History was born. Since that 
time, the following seven directors have 
succeeded at its head: 

Bernard du BUS de GISEGNIES (Viscount) 
( 1846-1867) acquired birds, mammals, 
and-above all—fossil whales discovered 
in Antwerp during the fortification works 
around the town. 

Edouard DUPONT ( 1867- 1909) initiated 
the systematic exploration of the national 
territory. The discovery of the famous 
Iguanodons of Bernissart, that occurred 
during his long directorship, required the 
transference of the Royal Museum of 
Natural History from the Nassau Palace to 
the Leopold Park, where it is still situated 
today. Unfortunately, these new quarters, 
being inhabited at that time by a religious 
community, were too exiguous and ill­
adapted. However, the Belgian government, 
due to the clear-sighted and energetic 

intervention of King Leopold II, ordered the 
construction of a wing for the palaeonto­
logical and zoological collections as well as 
laboratories and work-shops. 

Gustave GILSON ( 1909-1926) developed 
the museography. He also started the ex­
ploration of the Belgian coast and of the 
large central African lakes. 

Victor VAN STRAELEN ( 1 926-1954) was 
an organizer, a builder, and an explorer. He 
doubled the number of scientists, multi­
plied the number of sections, founded an 
Educational Service, and in 1948, pro­
ceeded to modify the name of the Museum 
into the Royal Institute of Natural Sciences. 
He built new edifices with numerous labo­
ratories and repositories, developed the 
library to an exceptional degree, and 
capped the whole with a remarkable organi­
zation. In so doing, he made out of the 
Institute one of the world's major insti­
tutions of natural history. He also organized 
terrestrial and oceanographic expeditions 
in Indonesia and central Africa, where he 
created, and presided over, the National 
Parks of the Congo (Zaire). 

Eugene LELOUP ( 1954- 1958) supervised 
the equipping of the new laboratories and 
repositories. 

Andre CAPART ( 1958-1979), due to what 
will remain in history as the "golden sixties", 
had the chance to witness the doubling of 
the number of scientifts. He initiated nu­
merous scientific expeaitions, especially in 
the developing countries, and equipped the 
institution with expensive instruments and 
computers, thus allowing biometrical, 
ecological, hydrobiological, and ocean­
ographical research. 

Xavier MISONNE ( 1 979- ) adapted the 
activities of the Royal Institute of Natural 
Sciences to its new obligations deriving 
from the extension of leisure times at the 
end of this century, and to the task of 
tomorrow. New buildings came out of the 
ground, new exhibition halls have been 
built, or converted. In anticipation, the 
museology has been expanded consider­
ably, even before it has occupied the quar­
ters intended for it. Contacts with the public 
have been made more numerous and closer 
through temporary exhibitions, both in 
Belgium and abroad. 

O Stratigraphic subdivisions and inter­
national correlation of geological strata, 
especially of the Couvinian, Frasnian, 
Famennian, Tournaisian, Visean, Maast­
richtian, Montian, Landenian, Ypresian, 
and Rupelian Stages, of which the type­
sections are in Belgium, and are referred 
to internationally. 

o Preparation, conservation, and study of 
collections acquired through: 
• exploration of the country by excava­
tions, examination of outcrops, borings, 
and sampling of fresh, brackish, and 
marine waters ; 

• expeditions abroad in Africa, Asia, and 
South America in the frame of help to 
developing countries : of scientific co­
operation and of international programs. 

0 Furthering education and knowledge of 
the public by permanent and temporary 
exhibitions, and by the creation and 
support to regional museums. 

0 Protection of the natural environment, 
particularly in Natural Reserves. 

Paul SARTENAER 
Head of the Department of Palaeontology 

The Royal Institute of Natural Sciences of Belgium 

GENERAL ACTIVITIES OF THE ROYAL 
INSTITUTE OF NATURAL SCIENCES 
OF BELGIUM 

O Systematic study of fossil and living ani­
mals, and of fossil plants. 

O Ecology of Recent vertebrates, including 
migration of birds and movements of 
rodents as carriers of disease. 

o Artefacts of early man. 
O Demography of Belgian populations. 
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出 品標本 リ ス ト
都合により展示と図録の内容が異なることが

あり ますので、 御了承下 さ い。

1 * 
イグアナのはく製
爬虫綱 有鱗 目 イ グアナ科
エ ク ア ド ル、 ガラ パ ゴス諸島
現世
は く 製 1 点， 約 l m
Amblyrhynchus cristatus (Gray) /Recent 

2 * 

イグアナ
爬虫綱 有鱗 目 イ グアナ科
現批
頭骨 1 点， 5cm
Iguana iguana rhinoceri/Recent 

3 * 
イグアノ ドンの歯 （ レ プ リ カ）
1 点

4 , 6  

イグアノ ドンの足跡
西ドイ ツ ， ニ ー ダー ザ ク セ ンナ11
白亜紀前期
2 点

Footprint of lguanodon / Early Cretaceous 

5 
イグアノ ドンの足跡
イギ リ ス ， ワ イ ト 島
白亜紀前期
1 点

Natural cast of an lguanodon footprint/ 
Early Cretaceous 

7 
恐竜の胃石
イギ リ ス ， ワ イ ト 島
白亜紀前期
12点
Dinosaur gastroliths? /Early Cretaceous 

8 
恐竜の糞化石
ベ ルギー， エ イ ノ ー州ベルニ サ ー ル
白亜紀前期
5 点， 7cm~l5cm

Coprolithes /Early Cretaceous 

， 
ピチオス ト ロ ブス ・ コ ルネチ
針葉樹綱 マ ツ 目 マ ツ科
ベ ルギー ， エ イ ノ ー州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
3 点， 球果長 ： 5cm, 4. 5cm, 4. 5cm 

Pityostrobus corneti (Coemans) /Early 
Cretaceous 

10 
ラ コ プテ リ ス ・ デ ュ ンケ リ
シ ダ綱 シ ダ 目 マ ト ニ ア科
ベ ルギー ， エ イ ノ ー州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
1 点， 葉長 9cm

Lacopteris dunkeri Schenk/Early Cre­
taceous 

11, 12 

ワ イクセ リ ア ・ レテ ィ キ ュ ラ ー タ
シ ダ綱 シ ダ 目
ベ ルギー ， エ イ ノ ーナトIベルニ サ ール
白 亜紀前期
2 点， 葉長 8. 5cm, 径 3cm（葉の巻いた状態）
Th'eichselia reticulata (Stokes & Webb) / 
Early Cretaceous 

13 

スフ ェ ノプテ リ ス ・ フ ィ ッ ト ニ
シ ダ綱 シ ダ 目
ベ ルギー， エ イ ノ ーナ［9|ベルニ サ ー ル
白 亜紀前期
1 点， 葉長 4cm

Sphenopteris .fittoni Seward/Early Cre­
taceous 

14 * 
ソテツ類の材化石
ソ テ ツ綱 ソ テ ツ 目
群馬県多野郡上野村野栗
白 亜紀前期
1 点， 長 さ 約 3cm

Cycadale/Early Cretaceous 

15 

メ ガ ロサウルス ・ ロ ンジ ー エンシス

爬虫綱 竜盤 目 メ ガロ サ ウ ル ス 科
ベ ルギー ， ナ ミ ュ ー ル少卜1 ロ ンゼ
白 亜紀後期
後趾骨末節 1 点， 5cm
Megalosaurus lonzeensis Dolio/Late Cre­
taceous 

16 

メ ガ ロサウルス ・ デ ュ ンケ リ

爬虫綱 竜盤 目 メ ガロ サ ウ ルス 科
ベ ルギー ， エ イ ノ ー州ベルニ サ ー ル
白亜紀前期
後趾骨中節 1 点， 7cm
.i\,fegalosaurus dunkeri Dames/Early Cre­
taceous 

17 

クラスペ ド ドン ・ ロ ンジ ー エンシス
爬虫綱 屈盤 目 イ グア ノ ドン科
ベ ルギー ， ナ ミ ュ ー ル州 ロ ンゼ
白亜紀後期
歯 3 点， 3cm~3. 5cm
Craspedodon lonzeensis Dolio/Late Cre­
taceous 

18 

ヒ レオニ ュ ー ラ ・ リ グネ イ
昆虫綱 半翅 目 同翅亜 目 セ ミ 超科
ベ ルギー ， エ イ ノ ー州ベル ニ サ ー ル
白 亜紀前期
羽 2 点， 5cm X 5cm, 4cm x 4cm 
Hylaeoneura lignei Lameere & Severin/ 
Early Cretaceous 

19 

チ ト ウ ラセ フ ァ ルス ・ ド ゥ モニ ィ

爬虫綱 亀 目 アペル ト テ ン ボ ラ リ ス 科
ベ ルギー ， エ イ ノ ー』）｛9|ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
骨格 1 点， 30cm
Chitracephalus dumonii Dalla/Early Cre· 
taceaus 

20 

ト ゥ レ トステルノン ・ ド ウ シ ャ ステ リ

爬虫綱 亀 目 デルマ テ ミ ス科
ベ ルギー， エ イ ノ ーナ1•Iベ ルニ サ ー ル
白 亜紀前期
背甲 1 点， 甲長 16cm
Tretosternon duchasteli Dollo/Early Cre· 
taceous 

21 

ゴニオフ ォ リ ス ・ シムス
爬虫綱 ワ ニ 目 ゴニ オ フ ォ リ ス科
ベ ルギー ， ェ イ ノ ー州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
全身骨格 1 点， 全長 2m
Goniopholis simus Owen/Early Cretaceous 

22 

ベルニサルテ ィ ア ・ フ ァ ゲシイ

爬虫綱 ワ ニ 目 ベ ルニ サ ルテ ィ ア科
ベルギ， ェ イ ノ ー 州ベル ニ サ ー ル
白 亜紀前期
全身骨格 1 点， 全長 80cm
Bernissartia Jagesii Dolio/Early Cretaceous 

23 

コ ッ コ レ ピス ・ マクロ プテルス

硬骨魚綱 パ レオ ニ ス ク ス 目 コ ッ コ レ ヒ° ス 科
ベルギー ， エ イ ノ ーナトIベルニ サ ー ル
白 亜紀前期
1 点， 10cm x 7cm
Coccolepis macropterus Traquair/Early 
Cretaceous 

24 

レ ピ ドテス ・ ベルニサルテンシス

硬骨魚綱 セ ミ オ ノ ー タ ス 目 セ ミ オ ノ ー タ
ス 科
ベ ルギー、 エ イ ノ ー州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
2 個体、 29cm x 25cm, 16cm x 13cm 

Lepidotes bernissartensis Traquair/Early 
Cretaceous 

25, 26 

マク ロ メ ソ ドン ・ ベルニサルテンシス

硬骨魚綱 ヒ゜ ク ノ ダス 目 ヒ° ク ノ ダス 科
ベ ルギー ， エ イ ノ ー州ベルニ サ ー ル
白 亜紀前期
2 個体 4 点， 17cm x 14cm, 15cm X 12cm 

Macromesodon bernissartensis (Traquair) / 
Early Cretaceous 

27 

ア ミ オ プシス ・ ラ タ

硬骨魚綱 ア ミ ア 目 ア ミ ア科
ベ ルギー ， エ イ ノ ー州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
1 点， 19cm x l0cm

Amiopsis lata Traquair/Early Cretaceous 

®
 



28 

ア ミ オ プシス ・ ドロ イ
硬骨魚綱 ア ミ ア 目 ア ミ ア科
ベ ルギー ， エ イ ノー州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
1 点， 16cm x 6. 5cm

Amiopsis dolloi Traquair /Early Cretaceous 

29 

カ ロ プテルス ・ イ ンシグニス
硬骨魚綱 ア ミ ア 目 フ ー ロ 科
ベ ルギー ， エ イ ノー州ベルニ サ ー ル
白 亜紀前期
1 点， 23cm x l0cm

Callopterus insignis Traquair/Early Cre­
taceous 

30 

アエ タ リ オノプシス ・ ロ ブス タ ス
硬骨魚綱 レ プ ト レ ヒ° ス 目 レ フ゜ ト レ ヒ° ス 科
ベ ルギー ， エ イ ノー州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
1 点， 19cm x 8. 5cm

,4ethalionopsis' robustus (Traquair) /Early 
Cretaceous 

31 * 
ピ ラ ・ フ カ ミ エンシス
腹足綱 中腹足 目 リ ンゴガイ 科
熊本県八代市 日 奈久
白 亜紀前期
3 点， 3. 1cm x 2. 7 cm, 2. 9cm x 2. 9cm, 

2. �cm x 2. 2cm 
Pila? fukamiensis Iwasaki/Early Cre­
taceous 

32 * 
カ シオペ ・ ノイ マ イ リ
腹足綱 中腹足 目 カシオペ科
熊本県八代市洲 口
白 亜紀前期
1 点， 3. 9cm x 2. 8cm 

Cassiope (s. s.) neumayri(Nagao) /Early 
Cretaceous 

33 * 
オニキオプシス ・ エ ロ ンガー タ
シ ダ綱 シ ダ 目
石川県石川郡尾 口 村 目 付谷
白 亜紀前期
1 点， 葉長 8. 5cm

Onychiopsis elongata (Gey ler) Yokoyama/ 
Early Cretaceous 

34 * 
ギンゴイ ジ ウ ム ・ ナ ト オルスチ
イ チ ョ ウ綱 イ チ ョ ウ 目

石川県石川郡白峰村桑島
白 亜紀前期
1 点， 葉長 8cm
Ginkgoidium nathorsti Yokoyama/Early 
Cretaceous 

35 * 
ミ クロ シザ ・ ジ ャ ポニ カ
腹足綱 中腹足 目 シ ュ ー ド メ ラ ニ ア科
熊本県八代市洲 口
白 亜紀前期
3 点， 4. 4cm X 4. 4cm, 3. 6cm x 2. 9cm, 

2. 8cm x 2. 7cm 
.l\1icroschiza japonica (Nagao) /Early Cre­

taceous 

36 * 
ザ ミ テス ・ ブ ッキアヌス
ソ テ ツ綱 ベ ン ネ チ テ ス 目
高知県南国市東郷谷
白 亜紀前期
1 点， 葉長 23cm

Zamites buchianus (Ettingshausen) Seward/ 
Early Cretaceous 

37 * 
プチ ロ フ ィ ルム ・ ペクテン
ゾ テ ツ綱 ベ レネ チ テ ス 目
高知県南国市石関
白 亜紀前期
1 点， 葉長 10cm

Ptilophyllum pecten (Phillips) Morris/Early 
Cretaceous 

38 * 
ミ レネ ・ テ ト リ エンシス
二枚貝綱 マ ル ス ダ レ ガイ 目 ネ オ ミ オ ド ン科
福井県大野郡和泉村伊月
ジ ュ ラ 紀後期
1 点， 12. 5cm x 8. 5cm 

Myrene (l'vfesocorbicula) tetoriensis (Koba­
yashi & Suzuki) /Late Jurassic 

39 * 
ポドザ ミ テス ・ ラ イ =;ィ
針葉樹綱 ボ ド ザ ミ テ ス 目
石川県石川郡尾 口 村 目 付谷
白 亜紀前期
1 点， 小枝長 5. 5cm

Podozamites reinii Geyler/Early Cre­
taceous 

40 * 
クテニス ・ ブ レイ エンシス
ソ テ ツ綱 ソ テ ツ 目
石川県石川郡尾 口 村 目 付谷
白 亜紀前期
1 点， 葉長 32cm
Ctenis burejensis Prynada/Early Cre­
taceous 

41 * 
ニルソニア ・ シ ャ ウ ム ブルゲンシス
ソ テ ツ綱 ソ テ ツ 目
高知県南国市領石
白 亜紀前期
1 点， 葉長 8. 5cm

Nilssonia schaumburgensis (Dunker) 
Nathorst/Early Cretaceous 

⑮ 

42 * 
クラ ドフ レ ビス ・ ゲイ レ リ アー ナ

シ ダ綱 シ ダ 目
高知県南国市領石
白 亜紀前期
1 点， 葉長 5cm

Cladophlebis geyleriana (Nathorst) Yabe/ 
Early Cretaceous 

43 * 
カ シオペ ・ セバヤシエンシス

腹足綱 中腹足 目 カシ オ ペ科
群馬県多野郡中里村瀬林
白 亜紀前期
2 点， 5. 8cm x 2. 7 cm, 6cm X 2. 3cm 
Cassiope (Gymnentome) sebayashiensis 
Kase/Early Cretaceous 

44 * 
カ シオペ ・ オガイ イ
腹足綱 中腹足 目 カシオ ペ科
群馬県多野郡中里村瀬林
白 亜紀前期
2 点， 5. 3cm x 3cm, 5. 4cm X 2. 7 cm 

Cassiope (Cassiopella) ogaii Kase/Early 
Cretaceous 

45 * 
プ ロ ト シ プ リ ナ
二枚貝綱 マ ル ス ダ レ ガイ 目 エ オ ミ オ ドン科
群馬県多野郡中里村瀬林
白 亜紀前期
1 点， 8. 5cm x 7. 2cm

Protocyprina sp./Early Cretaceous 

46 * 
ニ ッポノナ イ ア ・ リ ヨ ー セキアー ナ
二枚貝綱 イ シ ガイ 目 ト リ ゴニ オ イ デ ス 科
群馬県多野郡中里村瀬林
白 亜紀前期
1 点， 5. 8cm x 2. 7cm 

Nゅ,Pononaia ryosekiana (Suzuki) /Early 
Cretaceous 

47 

イ グアノドン ・ ベルニサルテンシス
爬虫綱 鳥盤 目 イ グアノ ド ン科
ベ ルギー ， エ イ ノー州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
全身骨格 1 点， 全長 7. 5m, 高 さ 4. 5m
lguanodon bernissartensis Boulenger/Early 
Cretaceous 

48 
イ グアノドン ・ マンテ リ
爬虫綱 、店盤 目 イ グアノ ドン科
ベ ルギー ， ェイノー州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
全身骨格 1 点， 全長 6. 4m, 高 さ 4m
lguanodon mantelli Von Meyer/Early 
Cretaceous 

49 * 
モ シ リ ュ ウ

爬虫綱 竜盤 目 テ イ タ ノサ ウ ル ス 科
岩手県下閉伊郡岩泉町茂師
白 亜紀前期
上腕骨 1 点， 53cm
J\,famenchisau加s sp./Early Cretaceous 



5 0  
サンチ ュ ウ リ ュ ウ
爬虫綱 竜盤 日 獣脚亜 目
群馬県多野郡 中里村瀬林
白 亜紀前期
尾椎骨， 20cm
Theropoda family indet./Early Cretaceous 

5 1  
ミ フ ネ リ ュ ウ
爬虫綱 竜盤 目 メ ガ ロ サウ ルス 科
熊本県上益城郡御船町上梅木
白亜紀 中期
歯 1点， 長 さ 7. 5cm
Megalosauridae, gen. & sp. indet./Mid· 
Cretaceous 

52 
モササウルス ・ コ ノ ド ン
爬虫網 有鱗 目 モ サ サウルス 科
ベ ルギー ， エ イノー州
fl亜紀後期
産状骨格 1体， 全長 4m
J\losasaurus conodon (Cope) /Late Cre­
taceous 

53 
プ リ オプラ テ カ ル プス ・ ホ ウ ジ ア イ
爬虫綱 有鱗 目 モ サ サウ ルス 科
ベ ルギー ， エ イ ノー 少廿
白 亜紀後期
産状骨格 1体， 全長 5. 2m
Plioplatecarpus houzeaui(Dollo) /Late 
Cretaceous 

54 
モササウルス ・ ホ フ マ ニ ー

爬虫綱 有鱗 目 モ サ サウ ルス 科
ベ ルギ ー， リ ンバ ーグ州
白 亜紀後期
全身骨格 1点， 全長 4. 5m
J,,,fosasaurus hoffmanni Mantell/Late 
Cretaceous 

55 
エ イ ノ サウルス ・ ベルナルデ ィ

爬虫綱 有鱗 目 モ サ サウルス科
ベ ルギ ー， エ イノー州
白 亜紀後期
全身骨格 1点， 全長 13m
Hainosaurus bernardi Dollo/Late Cre· 
taceous 

56 
モササウルス ・ コ ノ ド ン

爬虫綱 有鱗 目 モ サ サウ ルス科
ベ ルギー ， エ イノー州
白亜紀後期
全身骨格 1点， 全長 7. 2m
1'Vlosasaurus conodon (Cope) /Late Cre­
taceous 

57 
モササウルス・ コ ノ ドンの復原像
1点， 全長 4 m

5 8  
プ ラ セ ン テ ィ セラ ス ・ ミ ーキ ィ

頭足綱 菊石目 プ ラ センテ イ セラス 科
カ ナ ダ， ア ルバ ー タ 州
白 亜紀後期
1点， 35. 7cm 

Placenticeras meeki Boehm/Late Cre­
taceous 

59 
ァ ロ プ リ ュ ー ロ ン ・ ホ フ マ ニ ー

爬虫綱 亀 目 ウ ミ ガメ 科
ベ ルギー， リ ンバ ーグ州
白 亜紀後期
産状骨格 1点， 1. 5m x 1. 2m 
.lllopleuron hoffmanni(Gray) /Late Cre­
taceous 

6 0  * 
ス テ ノ プテ リ ギウ ス ・ ク ア ド リ シサス
爬虫綱 魚竜 目 ステノフ゜テ リ ギウス 科
西ドイ ツ， バ イ エ ルン）、I·!ホ ルツ マー デン
ジ ュ ラ 紀前期
1 点， 全長 2. 5m

Stenopterygius quadriscissus Quenstedt/ 
Early Jurass ic  

61 * 
オガ ツギ ョ リ ュ ウ
爬虫綱 魚竜 目 オンフ ァ ロ サウ ルス 科
宮城県桃生郡雄勝町甲 島
三畳紀前期
産状骨格 1点， 約 3m
Utatsusaurus? sp./Early Tr iass ic 

62 * 
ラ ン フ ォ リ ン ク ス ・ ムエ ン ス テ リ
爬虫綱 翼竜 目 ラ ンフ ォ リ ンクス 科
西ドイ ツ， バ イ エ ルンナトl ゾ ルンホ ー フ ェ ン
ジ ュ ラ 紀後期
1 点， 5 8cm x 59cm
Rhamphorhynchus muensteri Goldfuss/ 
Late Jurass ic 

63 * 
コ ッ コ デル マ ・ ヌ ー ダム
硬骨魚綱 シ ー ラ カ ンス目 シ ー ラ カ ンス 科
西ドイ ツ， バ イ エ ルンナli ゾ ルンホ ー フ ェ ン
ジ ュ ラ 紀後期
1点， 3lcm x 2 0cm

Coccoderma nudum Re is/Late Jurass ic  

64 * 
シ ー ラ カ ン タ ス ・ バ ン フ ェ ン シス
硬骨魚網 シ ー ラ カ ンス 目 シ ー ラ カ ンス 科
カ ナ ダ， ア ルバ ー タ 州
三畳紀前期
1 点， 5 0cm x 27cm

Coelacanthus bunjfensis Lambe/Early 
Tr iass ic 

65 * 
ラ ブ ドデルマ ・ エ ク シグーム
硬骨魚綱 シ ー ラ カ ンス 目 シ ー ラ カ ンス 科
ア メ リ カ 合衆国， イ リ ノイ州メ ゾンク リ ー ク
石炭紀後期
1点， 7. 5cm x 6. 5cm 

Rhabdoderma exiguum (Eastman) /Late 
Carbon iferous 

66 * 
カルディ ス ク ト ール・ポ プロ ー スム
硬骨魚綱 シ ー ラ カ ンス 目 シ ー ラ カ ンス 科
ア メ リ カ 合衆国， モンタ ナ州
石炭紀前期
1 点， 24cm x l3cm
Cardisuctor populosum Lund & Lund/ 
Early Carbon iferous 

67 * 
ミ ク ロ ド ン ・ ペナル ヴ ァ イ
硬骨魚綱 全骨上 目 ヒ゜クノダス目 ヒ゜ ク ノ
ダス 科
ブ ラ ジ ル， セア ラ 州
白 亜紀後期
1 点， 33cm x 2 2cm

J\,ficrodon penalvai Silva Santos/Late 
Cretaceous 

68 * 
レ ピ ドテス ・ テムヌルス

硬骨魚綱 全骨上 目 セ ミ オノー タ ス 目
セ ミ オノー タス科
ブ ラ ジ ル， セア ラ州
白亜紀後期
1点， 4 2cm x 14cm

Lepidotes temnurus Agassiz/Late Cre· 
taceous 

69 * 
ア ス ピ ド リ ン ク ス ・ コ ム プ ト ニ
硬骨魚綱 全骨上 目 アスヒ゜ド リ ンクス目
アスピド リ ンクス科
プ ラ ジ ル， セア ラ 州
白 亜紀後期
1点， 45cm x l3cm

Aspidorhynchus comptoni Agass iz/Late 
Cretaceous 

7 0  * 
エ ネルス ・ ア ウ ダク ス
硬骨魚綱 全骨上 目 ア ミ ア 目 ア ミ ア 科
プ ラ ジ ル， セア ラ ナト1
白 亜紀後期
1 点， 73cm x 15cm

Ennelus audax Jordan & Branner /Late 
Cretaceous 

7 1  * 
ク ラ ドキクルス
硬骨魚綱 真骨上 目 ニ シン目 オキイ ワ シ
科
ブ ラ ジ ル， セア ラ 州
白 亜紀後期
1 点， 9 2cm x l4cm
Cladocycrus sp./Late Cretaceous 

72 

カル カ ロ ド ン ・ メ ガ ロ ド ン
軟骨魚綱 ネ ズ ミ ザメ 目 ネ ズ ミ ザメ 科
ベ ルギー ， ア ン ト ワ ー プ州
第三紀 中新世前期
全身骨格 1点， 全長約 13m
Carcharodon megalodon (Agass iz) /Early 
M iocene 

⑮
 



73 * 
ホ ホ ジ ロ ザメ
軟骨魚綱， ネ ス‘

ミ ザ メ 目 ネ ズ ミ ザ メ 科
沖縄県沖縄島本部
現世
歯 1 点， 38cm
C archarodon carcharias (Linnaeus) /Recent 

74 * 
カルカ ロ ドン ・ メ ガ ロ ドン
軟骨魚綱 ネ ス，'

ミ ザ メ 目 ネ ズ ミ ザ メ 科
群馬県碓氷郡松井田町
第三紀中新世
歯 1 点， 7. 5cm x 5cm
Carcharodon megalodon (Agassiz) /Mio­
cene 

75 
プ リ ステ ィ ス ・ ラ タ ミ

軟骨魚綱 エ イ 目 ノ コ ギ リ エ イ 科
ベルギー ， ブラバン ト 州
第三紀始新世
吻部 1 点， 139cm
Pris tis lathami' Galeotti/Eocene 

76 * 
ヘ リ オバテ ィ ス ・ ラ デ ィ アンス

軟骨魚綱 エ イ 目 アカエ イ 科
ア メ リ カ合衆国， ワ イ オ ミ ン グ州
第三紀始新世
1 点
Heliobatis radians Marsh/Eocene 

77 
工 オスフ ァ ルギス ・ ギガス
爬虫綱 危 目 オ サ ガメ 科
ベ ルギー， プラ バ ン ト 州
第三紀始新世前期
全身骨格 1 点， 全長 2. 8m
Eosphargis gigas (Owen) /Early Eocene 

78 

チ ャ ンプソサウルス ・ ド ロ ー イ
爬虫緞 始鰐 目 チ ャ ン プ ソ サ ウ ルス 科
ベルギー， エ イノー州
第三紀暁新世
全身骨格 1 点， 全長 2. 2m
Champsosaurus dolloi Sigogneau-Russel/ 
Paleocene 

79 
ミ オ シー レン ・ コ ッキ
哺乳網 海牛 目 ジ ュ ゴン科
ベ ルギー ， ァ ン ト ワ ー プ州
第三紀中新世前期
全身骨格 1 点， 全長約 3. 5m
Miosiren kocki Dollo/Early Miocene 

80 
バ ラ エ ヌ ラ ・ バラ エノプシス
哺乳絹 鯨 目 セ ミ ク ジ ラ科
ベ ルギー， ァ ン ト ワ ー プ州
第三紀鮮新世
全身骨格 1 点， 4. 8m
Balaenula balaennpsis Van Beneden/ 
Pliocene 

81 
スカルデ イ ケ タ ス ・ カ レテ ィ
哺乳綱 鯨 目 マ ッ コ ウ ク ジ ラ科
ベルギー ， ァ ン ト ワ ー プ州
第三紀中新世前期
両顎歯， 歯列長 約 1. 5m
Scaldicetus caretti du Bus/Early Miocene 

82 
フ ィ セテルラ ・ ド ゥ ブシー

哺乳綱 鯨 目 マ ッ コ ウ ク ジ ラ科
ベ ルギー ， ァ ン ト ワ ー プ州
第三紀中新世前期
頭骨 1 点， 136cm
Physeterula dubusi Van Beneden/Pliocene 

83 
オオ ツノジ カ
哺乳綱 偶蹄 目 シカ科
ア イ ルラ ン ド
第四紀更新世後期
全身骨格 1 点， 両角の さ しわたし約 3m,
全長 2. 9m
Alegaceros giganteus Blumenbach/Late 
Pleistocene 

84 
マンモス

哺乳網 長凡 目 ゾ ウ 科
ベ ルギー ， ア ン ト ワ ー プ州
第四紀更新世後期
全身骨格 1 点， 高 さ 約 3. 2m
J\fammuthus primigenius Blumenbach/ 
Late Pleistocene 

85 * 
イグアノドン ・ ベルニサルテンシスの頭骨
（ レ プ リ カ）
1 点

86 

タ ッチポーン
イ グア ノ ド ン ・ ベ ル ニ サ ルテ ン シ ス
ベ ルギー ， エ イ ノー 州ベルニサ ー ル
白 亜紀前期
大腿骨 2 点， 中足骨 2 点

＊ 印の付したものは国 立科学博物館所蔵標 本てす。
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